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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を10の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域や社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員

となることに資すると私たちは信じています。

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探求し研究するスキル身に付けま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じて持ち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知
識を探求します。地域社会やグローバル社会における重要
な課題や考えにに取り組みます。
考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるため
に、批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先し
て理性的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語や様々な方法を用いて、自信をもって
創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。
信念を持つ人
私たちは、誠実かつ正直に、公平な考えと強い正義感をもっ
て行動します。そして、あらゆる人々が持つ尊厳と権利を尊
重してて行動します。私たちは、自分自身の行動とその結果
に責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経歴の真価を正しく受け止
めると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく
受け止めます。多岐な視点を求め、価値を見出し、その経験
を糧に成長しようと努力します。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界をよく
するために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き
合います。ひとりで、または協力して新しい考え方や方法を
探求します。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り
組みます。
バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちが生
を構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと
理解しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこ
の世界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えおよび経験につ
いて、深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、
自分の長所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野を持つ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさ
と地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。

ＩＢの学習
者
像
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本資料は、「言語 A：文学」を学校で計画、指導、評価するための手引きです。科目担当

教師を主な対象としていますが、生徒や保護者に「言語 A」について説明する際にもご活

用ください。

本資料は、プログラム・リソース・センターの当該科目のページで入手できます。プロ

グラム・リソース・センター（resources.ibo.org）は、パスワードで保護された IB のウ

ェブサイトで、IB の教師をサポートする情報源です。また、本資料は IB ストア

（store.ibo.org）で購入することもできます。

その他のリソース
試験問題（paper）の見本とマークスキーム（採点基準）、教師用参考資料（TSM：

teacher support material）、科目レポート、評価規準の説明といったその他のリソース

も、プログラム・リソース・センターで取り扱っています。過去の試験問題やマークスキ

ームは、IB ストアで購入できます。

プログラム・リソース・センターでは、他の教師が作成・活用している教育リソースに

ついて情報を得ることができますので、ご活用ください。ウェブサイト、書籍、ビデオ、

専門誌、指導案など、役に立つリソースを教師が提供することもできます。

謝辞
IB は、本資料を作成するにあたり時間やリソースを惜しみなく提供してくださった教育

関係者や提携校の皆様に感謝の意を表します。
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ディプロマプログラム（DP）は、16 歳から 19 歳までの大学入学前の生徒を対象とした、

綿密に組まれた教育プログラムです。幅広い分野を学習する 2 年間のプログラムで、知識

豊かで探究心に富み、思いやりと共感する心をもつ人間を育成することを目的としていま

す。また、多様な文化の理解と開かれた心の育成に力を入れており、さまざまな視点を尊

重してそれを評価するために必要な態度を育むことを目指しています。

DP のプログラムモデル
DP は、中心となる核（「コア」）を 6 つの教科が取り囲むモデル図で示すことができます

（図 1 参照）。DP は、幅広い教科を同時並行的に学ぶことを奨励します。生徒は、「言語と

文学」（グループ 1）と「言語の習得」（グループ 2）から現代言語を 2 言語（または現代

言語と古典言語を 1 言語ずつ）、「個人と社会」（グループ 3）から人文または社会科学を 1

科目、「理科」（グループ 4）から 1 科目、「数学」（グループ 5）から 1 科目、そして「芸

術」（グループ 6）から 1 科目を履修します。多岐にわたる分野を学習するため、学習量が

多く、大学入学に向けて効果的に準備できるようになっています。各教科から柔軟に科目

を選択できるため、特に興味のある科目や、大学で専攻したいと考えている分野の科目を

選ぶことができます。

はじめに

ディプロマプログラム（DP）とは
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図 1
DP のプログラムモデル

科目の選択
生徒は、6 つの教科からそれぞれ 1 科目を選択します。ただし、「芸術」から 1 科目選ぶ

代わりに、他の教科で 2 科目選択することもできます。通常は 3 科目（最大 4 科目）を上

級レベル（HL：higher level）、その他を標準レベル（SL：standard level）で履修しま

す。IB では、HL 科目の学習に 240 時間、SL 科目の学習に 150 時間を割りあてることを推

奨しています。HL 科目は SL 科目よりも幅広い内容を深く学習します。

いずれのレベルにおいても、さまざまなスキルを身につけますが、特に批判的思考（ク

リティカルシンキング）と分析に重点を置いています。各科目の修了時に、IB による外部

評価（EA：external assessment）で生徒の学力を評価します。また、多くの科目で、科

目を担当する教師が評価を行う課題（コースワーク）を課しています。

プログラムモデルの「コア」
DP で学ぶすべての生徒は、モデルの「コア」を形づくる 3つの要素を履修します。

「知の理論」（TOK：theory of knowledge）は、基本的に批判的思考と知るプロセスの探

究についてのコースであり、特定の知識体系を学習するコースではありません。「知識の

本質」について考え、私たちが「知っている」と主張することを、いったいどのようにし
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て知るのかを考察します。具体的には、「知識に関する主張」を分析し、知識の構築に関

する問いを探究するよう生徒に働きかけていきます。TOK の目的は、共有された「知識の

領域」の間のつながりを重視し、それを「個人的な知識」に結びつけることで、生徒が自

分なりのものの見方や他者との違いを自覚できるよう促していくことにあります。

「創造性・活動・奉仕」（CAS：creativity, activity, service）は、DP の中核を成すも

のです。CAS は、「IB の学習者像」を現実的かつ実際的な方法で生徒たちが実践し、個人

として成長するとともに、他者との関係における自分の役割を認識する機会を提供しま

す。個人やグループでのさまざまな経験を通じて自分の関心のある分野を探究し、自分の

情熱や個性、ものの見方を表現することで、生徒はさまざまなスキル、物事に対する姿

勢、そして気質を養っていきます。CAS は、要求度の高い学問的なプログラムを全人的

（ホリスティック）な観点から補完するものであり、強い意志をもち、協働し、目標を達

成し、その喜びを感じる機会をもたらします。

CAS は、以下の 3つの要素から構成されます。

• 創造性（creativity）：アイデアを探究し拡張する取り組みを通じて、オリジナルの

作品やパフォーマンス、または独自の解釈を表現した作品やパフォーマンスにつな

げる

• 活動（activity）：健康的なライフスタイルに寄与する身体的な活動を実践する

• 奉仕（service）：コミュニティーが実際にもつニーズに対応するための、協働的か

つ互恵的な取り組みに従事する

「課題論文」（EE：extended essay）では、生徒が関心のあるトピックの個人研究に取り

組み、研究成果を 4000 語（日本語の場合は 8000 字）の論文にまとめます。これには「ワ

ールドスタディーズ」の「課題論文」として執筆するものも含まれます。履修している 6

つの DP 科目から 1 科目（世界を対象に学際的な研究を行う「ワールドスタディーズ」の

場合は 2 科目）を選んで対象とする研究分野を定め、大学で必要とされる個人研究におけ

るリサーチスキルや書く（ライティング）スキルを身につけます。研究成果は正式な書式

に構成された論文にまとめ、選択した科目にふさわしい論理的かつ一貫した形式でアイデ

アや研究結果を表現します。EE は、高度なリサーチスキル、書くスキル、創造性を育み、

知的発見を促すことを目的としています。担当教員の指導を受けながら、自分で選んだト

ピックの個人研究に自立的に取り組む、本格的な学習経験の機会を生徒にもたらします。

「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」（ATL）
DP の「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」（ATL：approaches to learning）は、

意図的なストラテジーやスキル、態度として、指導や学習に浸透させるべきものです。

「指導のアプローチ」も ATL も、「IB の学習者像」に示されている人物像と本質的に関連し

ています。そして、生徒の学習の質を高めると同時に、DP の最終評価やその先の学びのた

めの礎となります。DP での「指導のアプローチ」と ATL には、次のようなねらいがありま

す。

• 学習内容を教えるだけでなく、学習者を導く存在としての教師を支援する

ディプロマプログラム（DP）とは
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• 教師が明確なストラテジーを策定できるよう支援することにより、体系的な探究と

より高度な批判的思考や創造的思考に生徒がより有意義に取り組んでいけるような

学習経験を創造する

• 各科目のねらい（科目別の目標以上のもの）の達成と、従来は分断されていた知識

の関連づけ（同時並行的な学習）の両方を促す

• 生徒が卒業後も積極的に学び続けるために、さまざまなスキルを系統的に身につけ

るよう奨励する。また、生徒が良い成績を得て大学に進学できるよう支援すると同

時に、大学在学中の学業の成就や卒業後の成功に向けて準備する

• 生徒にとって DP の体験が、より一貫性があり、身近な体験となるようにする

• 学校が、理想主義と実践主義の融合した IB の DP 教育の本質を理解できるように促

す

5 つの ATL（思考スキル、社会性スキル、コミュニケーションスキル、自己管理スキル、

リサーチスキルの育成）と、6 つの「指導のアプローチ」（探究を基盤とする指導、概念に

重点を置く指導、文脈化された指導、協働に基づく指導、生徒の多様性に応じて差別化し

た指導、評価を取り入れた指導）は、IB の教育を支える重要な価値観と原理を反映してい

ます。

「言語 A：文学」の「指導のアプローチ」と ATL に関する詳細は、本資料の「『「言語と文

学」の学習における「指導のアプローチ」と ATL』のセクションをご覧ください。

「IB の使命」と「IB の学習者像」
DP では、「IB の使命」と「IB の学習者像」に示されている目的の達成に向かって、生徒

が必要な知識やスキル、態度を身につけられるよう働きかけます。DP における指導と学習

は、IB の教育理念を日々の実践において具現化したものです。

学問的誠実性
DP における学問的誠実性（academic honesty）とは、「IB の学習者像」で説明されてい

る価値観と行動のことです。指導と学習、そして評価において学問的誠実性を貫くこと

で、個人としての正しい行動が促され、他者とその成果物に対する敬意が生まれ、すべて

の生徒が学習を通じて習得した知識とスキルを実証するための平等な機会をもてるように

なります。

評価のために提出する課題をはじめ、すべての学習成果物は生徒自身が取り組んだもの

でなければなりません。つまり、生徒自身のオリジナルなアイデアに基づいたもので、他

者のアイデアや成果物を使用する場合はそれを必ず明示しなければなりません。教師が指

導する必要のある評価課題、または生徒が協働する必要のある評価課題は、IB が当該科目

ごとに示している詳細なガイドラインを完全に守って完成させなければなりません。

IB および DP における学問的誠実性について、詳しくは IB 資料（英語版）『Academic 

Honesty in the IB educational context』（IB の教育の文脈における学問的誠実性）』、お

よび IB 資料『ディプロマプログラム（DP）における学問的誠実性』、『DP：原則から実践

へ』、『一般規則：ディプロマプログラム』を参照してください。DP の本科目で実施される

ディプロマプログラム（DP）とは
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外部評価と内部評価（IA：internal assessment）の評価要素（コンポーネント）にまつ

わる学問的誠実性についての具体的な情報は、本資料に記載されています。

出典を明らかにする
生徒が評価のために提出する課題で使用した文献はすべて明記しなければならないこと

を、コーディネーターと教師は改めて認識する必要があります。この要件について、以下

に説明します。

DP の生徒は評価用の課題をさまざまな形で提出しますが、これらには印刷媒体あるいは

電子媒体で公開された視聴覚資料、文章、図表、画像、データなどが含まれている場合が

あります。生徒が他者の成果物やアイデアを用いる場合は、標準的な参考文献の形式を一

貫して使用し、出典を明示しなければなりません。それを怠った場合は、規則違反の可能

性があるとして IB によって調査され、場合によっては IB の資格授与委員会（IB final 

award committee）から処分を科される可能性があります。

IB では、生徒が使用すべき参照や引用の形式を指定しておらず、学校のしかるべき教職

員に判断を委ねています。生徒が選ぶ科目、使用言語、および参考文献の形式が非常に多

岐にわたることから、特定の形式を指定することは非合理的であり、制約をもたらしま

す。実際には、一部の形式が最も一般的に使われることになるかもしれませんが、形式の

選択はあくまで学校側の裁量であり、生徒が選択する科目や言語に適切であることが重要

です。学校が当該科目に対してどのような参照形式を指定しているとしても、著者名、発

行日、文献名、およびページ番号は該当するかぎり最低限盛り込まなければなりません。

生徒は、標準的な形式を一貫して使用し、言い換えたり要約をした文献も含め、すべて

の出典を明らかにします。執筆にあたっては、自分の言葉と他者の言葉を明確に区別しな

ければなりません。これには引用符（または字下げなど他の方法）を用い、参考文献目録

中の文献を指し示す適切な記載をします。電子媒体の文献を使用する場合は、その文献に

アクセスした日も記載する必要があります。引用や参照の能力を完璧に示すことは求めら

れていませんが、使用したすべての文献を明示することが求められています。印刷媒体や

電子媒体で出版されている自分自身のものでない視聴覚資料、文章、図表、画像、データ

などは、すべて出典を記載する必要があります。この場合も、参照と引用の適切な形式を

用いなければなりません。

学習の多様性と学習支援についての要件
学校は、学習支援が必要な生徒に対して平等なアクセスへの配慮と妥当な調整がなされ

ていることを以下の資料に沿って確認しなければなりません。

• IB 資料『受験上の配慮の必要な志願者について』

• IB 資料（英語版）『Learning diversity and inclusion in IB programmes（IB プロ

グラムにおける学習の多様性と包含性）』

ディプロマプログラム（DP）とは
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DP における「言語と文学」の学習
「言語と文学」（グループ 1）の 3つのコースはどれも、さまざまな言語や文化的文脈をも

ち、対象となる言語を教育的な文脈で使用したことのある生徒を対象に設計されていま

す。各科目の特性に従い、学習の焦点が異なります。

生徒の言語的背景はそれぞれ異なりますが、受容スキル（receptive skills）、産出スキ

ル（productive skills）、およびやりとりのスキル（interactive skills）求められ、コ

ースを履修することでそれらの能力がより強固なものになることが期待されます。具体的

には、言語運用能力、流暢さ、言語使用範囲の広さ、そして特にテクスト分析に適切な語

彙を習得することが期待されます。また、文学および非文学テクストの探究を通して、さ

まざまな概念に対する理解を深め、理解したことを解釈、分析、および評価し、それを明

確に順序だて、まとめた形で表現します。

「言語と文学」の 3 つのコースにはそれぞれ特徴があり、社会的、芸術的、文化的リテラ

シーを深め、言語能力やコミュニケーション能力を向上させ、さらなるアカデミックな学

習やその後のキャリアに続くよう構成されています。各コースのシラバスと評価の要件

は、受講できるすべての言語で同一です。「言語と文学」のコースの学習における指導と

評価は、その言語で行われます。

3 つのコースすべてにおいて、言語、文学、そしてパフォーマンスの要素を探究し、以下

に焦点があてられます。

• 読者、作者、テクストの関係性

• 地理的空間と歴史的時間ごとのテクストの範囲と機能

• テクスト間相互関連性の観点

この枠組みの中で、それぞれのコースで焦点が異なります。

言語は 3 つのコースすべてにおいて重要になりますが、「言語 A：言語と文学」のコース

ではより広義に扱われます。「言語 A：文学」コースと、「文学とパフォーマンス」コース

では文学テクストのみが焦点となりますが、「言語 A：言語と文学」コースでは文学および

非文学テクストの両方を探究します。パフォーマンスは、「言語とパフォーマンス」コー

スにおいてのみの構成要素ですが、生徒のテクスト創作とパフォーマンス力、分析、そし

て応答は 3つのコースすべてにまたがっています。

文学、非文学、ビジュアル、パフォーマンス用テクストの学習は、信念や価値観を通し

てどのように意味づけが行われるか、そして一人あるいは複数の読者から生まれる複数の

見解がどのようにすり合わされるかを理解するための焦点を与えます。テクストを批判的

に捉え、それに応答する、創作する、あるいはパフォーマンスをすることで、言語がどの

ように思考や存在を維持したり、それに疑問を呈したりするかを理解する糸口となりま

はじめに
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す。また学習を通して、すべてのテクストは形式、内容、目的、読者、そして社会や歴

史、文化的状況といったそれにまつわる文脈との関係性の中で理解されるものであるとい

う認識を深めます。

期待される言語の使用、分析のレベル、そして批判的振り返り（クリティカルリフレクシ

ョン）の程度については、3コースすべてに共通です。

「言語と文学」の 3 つのすべてのコースの学習において、パフォーマンスの中心性を重要

視し、教師と生徒双方が文学テクストを表現するさまざまな方法について考えることを奨

励しています。それを通じてさまざまな形式の文学テクストの演劇的特性や、作品の中で

作者がヴォイス（語り手や登場人物の考え方や話し方の特徴）や話し言葉、音を活用する

方法、またドラマチックな構成などを探究します。適切な場面では、指導と学習のアクテ

ィビティーとして、テクストのその場でのパフォーマンスやその録画・録音、テクストの

アダプテーション、パフォーマンスのアプローチを取り入れることもできます。

考察を含め、パフォーマンスが演劇以外の形で文学形式に応用される方法には以下のよ

うなものがあります。

• 小説における物語と対話、および詩におけるヴォイスと語り手のパフォーマンス的

特性

• さまざまなテクスト（特に詩）における異なる形式のリズムと音の使い方

• 文学における記述形式と口述形式の関係性、演劇用脚本と実際の演技、詩と音楽、

またフィクションとストーリーテリングの関係性

• 記述されたテクストとその演劇用脚本へのアダプテーションや形式の変換との関係

（例えば、映画、テレビ番組、舞台などのあらゆる形式への物語のアダプテーション

や、詩やフィクションの朗読への形式の変換）

IB DP の要件を満たすために、生徒は「言語と文学」の 3コースの中から 1つを履修しな

ければなりません。それぞれ違う言語で「言語と文学」のコースから 2 つを履修するバイ

リンガルディプロマを取得できます。

「言語 A：文学」コースと「言語 A：言語と文学」コースはどちらも標準レベル（SL：

standard level）と上級レベル（HL：higher level）で履修できます。「文学とパフォー

マンス」は、「言語と文学」の学習と「芸術」の学習をつなぐ学際的科目で、SL コースで

のみ履修できます。

「言語 A：文学」
このコースでは、生徒はテクスト評論のさまざまなアプローチを通じ、文学テクストの

みに焦点をあてます。文学の特性、文学の中の言語やテクスト性の美的機能、および文学

と世界の関係性について探究します。

「言語 A：言語と文学」
このコースでは、生徒はさまざまな媒体を通して広い範囲の文学および非文学テクスト

を学びます。適切な副読教材とともに、さまざまな文学形式とテクストタイプがどのよう

「言語 A：文学」の学習
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なコミュニケーション上の役割を担っているかを研究することで、言語そのものの特性、

また言語がアイデンティティーや文化にどのように影響されるかについて学びを深めま

す。このコース学習のアプローチは広い範囲をカバーするように想定されており、文学理

論、社会言語学、メディア研究、批判的言説（クリティカルディスコース）分析などが含

まれるでしょう。

「文学とパフォーマンス」
このコースでは、文学とパフォーマンスの本質的要素を学び、それらのダイナミックな

関係性を探究します。従来の文学分析を、パフォーマンスにおける実用的、美的、そして

象徴的要素と融合させます。

SL と HL の違い
「言語 A：文学」のモデルは SL と HL で共通ですが、レベル間には大きな量的、質的違い

があります。

SL の生徒は 9作品について学びますが、HL では 13 作品を学びます。

試験問題 1 は、SL・HL ともに、初めて読む 2 つの文学作品の抜粋や文学テクストをさま

ざまな文学形式から出題したもので、それぞれに考察を促す問い（ガイディングクエスチ

ョン）があります。SL の生徒はそれらのうちの 1 つについて設問に対する分析を書きます

が、HL の生徒は両方について分析を書かなければなりません。

また、HL の生徒には 4 つ目の評価要素として HL 小論文（HL エッセイ）、つまり学習した

文学テクストか作品に関連した探究の道筋に取り組む記述課題が課せられます。1200 から

1500 語（日本語の場合は 2400 字から 3000 字）の小論文を書き、HL の生徒は文学研究へ

のより深い理解を示す必要があります。

SL と HL の違いは、以下の表のとおりです。

学習する作品 SL HL

指定作品リスト（PRL：

prescribed reading list）

にある作家の翻訳作品

最低 3作品を学習 最低 4作品を学習

PRL にある作家によるもの

で、学習している言語で原作

が書かれている作品

最低 4作品を学習 最低 5作品を学習

自由選択作品 自由に選択した 2作品を学

習

自由に選択した 4作品を学

習

学習した作品の合計 9 13

外部評価 SL HL

「言語 A：文学」の学習
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学習する作品 SL HL

試験問題 1：設問つき文学

分析

2つの選択肢の中から 1つ、

初めて読む文学作品の抜粋や

文学テクストについて、設問

に応じて分析を行う

初めて読む文学作品の抜粋

や文学テクストについて、2

つの設問に対する分析を行う

HL 小論文 1200 から 1500 語（日本語

の場合は 2400 字から 3000

字）の小論文で、学習した文

学作品に関連した探究の道筋

に取り組んだもの。

「言語と文学」と「コア」

「言語と文学」と TOK
TOK のコースでは、知識の本質（nature of knowledge）、そしてそれがどのように構築さ

れ表現されるのかについて考察します。「言語と文学」のコースでも同様に、人間の経験

の本質を探り、個人的見解がどのように構築され、表現されるのかについて探究します。

生徒は、自らの学習を TOK に関連付けることで、言語と文学は知識習得への強力な方法で

ありながら、一方でそれは人生や現実を正確に反映するものではなく、構築されたものに

過ぎないという事実に気づきます。

また、学習を通して他者の観点に気づきを得ることで、生徒は自分自身の個人的見解、

例えば自身の時間や場所といったものに関して再認識します。これらの振り返りによっ

て、TOK との結びつきがより強固になります。

「言語と文学」のコースの学習において、生徒は、テクストを通してどのように意味が作

り出されるかについて日常的に探究し、批判的思考と振り返りを行います。よって、これ

らのコースはさまざまな「知るための方法」と「知識に関する問い」を検証する能力を培

います。例えば、これらのコースでは、読み手がテクストの意味をどの程度構築するか、

テクストが翻訳されたときの影響、またテクストがどのように自己や社会の理解を促す

か、と日常的に問いかけることは探究における重要な焦点となります。TOK の問いの例は、

シラバスの各探究領域にも記載されています。

「言語と文学」と CAS
「言語と文学」は、CAS の補足となりうる重要なものです。生徒は、テクストに描かれた

登場人物や場面に関わることで、他者や自己についての理解をより深め、共感する能力を

身につけます。また、コースにおける課題は批判的思考を育むものです。テクストとの関

わり、また生徒同士の相互の関わりの中で、自身の仮説をテクストの中のエビデンスや他

の読み手の解釈と継続的に照らし合わせることで、自身の推論や信念がテクストの意味を

どのように構築しうるかを振り返り、評価します。その結果、生徒は批判的な距離を保つ

ことで、意見や仮説を吟味し、それがどの程度事実に基づいているかを決定することが出
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来るようになります。これらのスキルは CAS でも役に立つもので、生徒は CAS 活動やプロ

ジェクトがおよぼす影響について振り返り、それに基づいて将来の行動を計画するように

なります。

「言語と文学」のコースの大きな目的の 1 つは、このような読書経験を生徒の生活に関連

づけることです。例えば、内部評価はテクストのテーマや態度と、現代のグローバルな問

題を結びつけることに重点を置き、生徒がクラス内で得た理解を有意義に自身の生きる実

社会に応用および転移していくことを奨励します。これにより、CAS 活動や、現地の状況

の中でグローバルな問題へと取り組むプロジェクトに彼らがコミットする意欲を高めるこ

とにつながります。CAS 活動あるいはプロジェクトに取り組むことで、テクストに描かれ

た状況をより深く理解することができ、それによりコースがより豊かなものになるという

還元効果も期待できます。

CAS 活動やプロジェクトと「言語と文学」のコースは、広い領域でつながりをもたせるこ

とができます。以下にその例を示します。

• 文学散策ツアーを計画、あるいはそのようなツアーに参加して、作家の伝記にまつ

わる場所、読んだテクストの中に登場する印象的な場面などを訪れ、それについて

表現したり話し合ったりします。3 つの柱である創造性、奉仕、活動は、生徒が実

際にツアーを立案することで実現し、また活動と創造性に関しては、生徒が散策ツ

アーに参加して、その後に創造的な成果物を作成します。単にツアーに参加したと

いうのは、活動の部分のみになります。

• 学習したテクスト内に記されたグローバルな問題についての問題提起を促すイベン

トを計画し、実行するというのは、創造性と奉仕にあたります。

• 視覚障害者のために学習したテクストのオーディオブックを作ったり、学校の図書

館員のために既存のオーディオブックに出てくる俳優や朗読者のパフォーマンスを

批評します。これは創造性と奉仕にあたります。

• 校内で、下の学年の生徒とともに読書クラブや文学サークルを立ち上げて運営しま

す。これは創造性と奉仕にあたります。

各科目と CAS のつながりは単発の活動、あるいはプロジェクトとして発展させることも

できます。

ただし、このつながりが最終的にどのような形式をとるにしても、CAS 活動またはプロジ

ェクトは、生徒の DP コースの必須要件とは明確に区別し、コースの要件に含んだり、使

用してはいけません。

「言語と文学」と EE
「言語と文学」の EE を書くことで、生徒には特に興味のある文学や言語についてのトピ

ックについて自由に研究を行う機会が与えられます。生徒はまた、好きなテクストや作家

について研究し、「言語と文学」のコースで培った分析能力や解析能力を自由に応用する

ことができます。これにより、高度なリサーチスキル、書くスキル、批判的思考、創造性

を育成し、知的発見を促すことを目的としています。
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「言語と文学」の EE は、クラス内で扱ったテクストや作品に基づくものであってはいけ

ません。

言語あるいは文学の分析に対する妥当なアプローチを探ることを目的とします。トピッ

クの扱いは分析的であることが求められます。生徒は二次資料を研究することもできます

が、EE は基本的にトピックに対する独立した研究でなければなりません。

EE には次の 4種類があります。

• 文学的焦点をもつ EE。生徒は、EE の言語と同じ言語で書かれた 1つ以上の文学テク

ストに基づくカテゴリー 1か、EE の言語と同じ言語で書かれた 1つ以上の文学テク

ストと、他の言語で書かれた 1 つ以上の文学テクストを比較する論文であるカテゴ

リー 2から選択します。

• 言語学的焦点をもつ EE。この場合はカテゴリー 3 の論文となります。このアプロ

ーチは、論文の言語と同じ言語で原文が書かれた非文学テクストの制作およびその

テクストに対する世間の評価に焦点を置くものです。EE はさまざまな言語と文化

の比較や対比を含むこともありますが、主な焦点は学習している言語における言語

と文化でなければなりません。

• 文学テクストとそのパフォーマンスの関係性の研究として、双方に存在する創造性

と批判的関係性を探る EE。この選択肢に興味のある生徒は、「文学とパフォーマン

ス」の EE を選択し、テクストと、それがどのようにパフォーマンスに変換されるの

かを研究します。これは「言語と文学」のコースにおいて書くことができる、2 つ

の学際的な EE のうちの 1つです。「文学とパフォーマンス」の EE には創造性の要素

が加わることもありますが、分析と論理的な議論が非常に大切になります。

• 「ワールドスタディーズ」の EE。学際的リサーチプロジェクトとして現代の主要な

グローバルな問題を、DP の 2 つの科目の方法論、概念、および理論に基づいて研究

します。トピックは以下の指定された 6つの中から選択します。

◦ 紛争、平和、安全保障

◦ 文化、言語、アイデンティティー

◦ 環境または経済の持続性（もしくはその両方）

◦ 平等と不平等

◦ 健康と開発

◦ 科学、テクノロジー、社会

これらはすべての DP 科目に対して共通のものです。しかし、文化言語学、美学、言説分

析、批判的見解などの「言語と文学」の核となる要素は、6 つの大きなテーマすべてに広

く応用され、生徒のグローバルな意識づけの向上に重要な役割を果たします。

「言語と文学」と国際的な視野
国際な視野は IB の中核を成す要素です。IB の理念の中心にあり、IB における教育方針

と実践を導き、支えるものです。

「言語と文学」は自己、そして周りとのつながりに対する意識と理解を深めます。学習し

ている言語による原作、また翻訳されたテクストの学習を通して、生徒はさまざまな言語

「言語 A：文学」の学習
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と文学が世界を表現する方法を理解し、それがどのように多様なアイデンティティーの構

築に寄与しているかを学びます。生徒はまた、文化によって世界の表現の仕方が異なるこ

とに気づき、その理由を考察し、人々が世界を経験し表現する方法について理解を深めま

す。

「言語と文学」のシラバスでは、決められた数のテクストを翻訳で読むことが求められ、

多様なものの見方を代表するようなテクストを選ぶことを薦めています。PRL の作成にあ

たり IB は、多くの作者を含み、権威のある作家だけでなく現代作家、男性作家、女性作

家から、そして当該言語が複数の国で使われている場合は、さまざまな地域と国から作家

を選ぶようにしています。PRL はまた、教師がクラス内の学習に使用する作品も同様にバ

ランス良く選択されるよう奨励するものです。それにより、人々の経験がさまざまな形で

表現されることを生徒が十分に鑑賞することができることを目指しています。

「言語と文学」のコースは、生徒の国際的視野を養うことで、「IB の学習者像」に示され

た人物像の発展にもつながります。自己の観点と異なる価値観を示すテクストを読むこと

によって生徒は、

• 批判的思考のスキルを活用し、テクストの中で表現された経験の本質、またそれら

の経験を表現する方法について理解する（考える人）

• テクストに表現される多様な視点や、人生における経験と関連づけて好奇心を養う

（探究する人）

• これまで意識を向けたことのない地球規模の問題や考えと向き合う（知識のある人）

• 他者の考えや価値観、伝統を、探究心をもって鑑賞する（心を開く人）

• すべての人の尊厳や権利は尊重されるべきであると理解する（信念をもつ人）

• 他者を思いやり、共感し、尊重する（思いやりのある人）

• 人間同士の、また暮らしの中における人と社会の相互依存性を認識する（バランス

のとれた人）

• 他者、他のグループの見解によく耳を傾け、自身の考えをできるだけ明確に表現す

る（コミュニケーションができる人）

• 自己の世界観を問う（振り返りができる人）

• 見解を変えることに偏見がなく、そのような変化がどのように行動へ結びつくかを

考える（挑戦する人）

「言語と文学」のコースを通し、地域やアイデンティティー、関係性がテクストにどう表

現されているか、そしてこれらが自分の捉える世界観とどう関わっているかを学ぶ多様な

機会が与えられます。生徒はまた他の現実、他の人々の描写を経験することができ、それ

によって自分のものとは異なる世界観に通じることができます。このように「言語と文

学」のコースは、地域とグローバルの相互作用についてより深く考察する機会を生徒に提

供し、さまざまな文化に対する批判的思考と意識を高めます。

慎重な取り扱いを要するトピックへの取り組み
すべての「言語と文学」のコースでは、広範なテクスト、アプローチ、考え、きっかけ、

解釈を取り扱います。これらは個人的、地域的、グローバルな意味をもっています。この

「言語 A：文学」の学習
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ような作業を通して生徒は知的、個人的、そして文化的に難しいことに取り組んだり、ま

た慎重な取り扱いを要するものや、大人向けの内容に触れることがあります。テクストや

議論した問題を通して慎重な取り扱いを要するトピックに明確に着目し、提示されたさま

ざまな観点について生徒が批判的に考察することが奨励されます。

これらのコースで慎重な取り組みを要するトピックを扱うにあたり生徒は、受け取る側、

作り出す側どちらの場合おいても、他の生徒やより大きな学びのコミュニティーへの適切

な配慮をするべきです。ディスカッションを行うための安全な環境を確保することは、教

師の大切な役割の 1 つです。一般に、「言語と文学」のコースにおける慎重な取り扱いを

要するトピックへのアプローチは知的で批判的な眼を通して行われるべきであり、不当に

過剰な扱いや表面的な扱いを避け、国際的な視野とさまざまな文化に対する敬意への IB

のコミットメントを常に念頭において取り組まなければなりません。

事前の学習経験
生徒が「言語と文学」のコースを履修するにあたり正式な要件はありません。このコー

スを履修する生徒の言語の習得歴はさまざまで、多言語話者の場合もあるでしょう。テク

ストに関する批判的な小論文を書いた経験があることが望ましいですが、そうした経験が

なくても「言語と文学」の学習は可能です。学校は、プログラム・リソース・センターに

ある IB 資料の『母語以外の言語による IB プログラム学習』を参照してください。各コー

スで、言語の継続的発達やテクスト分析、文学鑑賞をめぐる表現など、多様なスキルの習

得に取り組みます。どのコースを選択するかは、生徒や教師の関心、そして生徒が希望す

る今後の学習目標などによります。

中等教育プログラム（MYP）との接続
中等教育プログラム（MYP：Middle Years Programme）は 11 歳から 16 歳までの生徒を対

象にした IB の一貫教育における重要な一部で、DP に直接つながるものです。MYP の「言

語と文学」では、生徒は DP の「言語と文学」のコースに備えることができます。

MYP の『「言語と文学」指導の手引き』では、MYP の「言語と文学」の学習から DP の学習

へと継続する生徒のために、以下の IB の一貫教育の図を示しています。

「言語 A：文学」の学習
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図 2
IB の一貫教育における DP「言語と文学」への経路

生徒が MYP の「言語と文学」のコースをすでに履修している場合、DP の「言語と文学」

のコースが妥当な選択となります。それにより生徒の言語能力と、それまでの言語と文学

の経験にふさわしい難易度が保証されます。「言語と文学」の 3 つのコースからどのコー

スを選ぶかは、個人の好みによります。レベルの選択は、生徒の過去の MYP「言語と文学」

のコースにおける成績と、6 つの学習領域にまたがる SL と HL 教科の配分に関する全体的

な決定に基づきます。

MYP で「言語の習得」コースのフェーズ 5 あるいは 6 まで到達した生徒は、DP の「言語

と文学」のコースを履修し、よい成績をとることも可能でしょう。しかし、MYP『「言語の

習得」指導の手引き』に記載されているように、これらの DP コースに進む前に少なくと

も 1 学期間は MYP の「言語と文学」を履修することが推奨されています。これによって両

方のプログラムのコース間の移行がスムーズになります。この場合、「言語と文学」にお

いて最も適したコースおよびレベルについては、教師と相談したうえで決定すべきです。

MYP の「言語と文学」のコースで、生徒はコミュニケーション、つながり、創造性、もの

の見方などの重要概念、および科目ごとの関連概念を通して言語と文学を鑑賞し、理解を

深めます。

DP の「言語と文学」のコースでも概念的な焦点が維持されています。MYP の「言語と文

学」コースで指定されている 4 つの重要概念をさらに深く探究し、より具体的に再定義

「言語 A：文学」の学習
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し、生徒の学問的発展の段階にふさわしい他の概念を補完することで身についた基礎を元

に、これらのコースは構成されています。

口述、記述、および視覚的なコミュニケーションを通じて言語と文学への理解を深め、

創造的・個性的な方法でかつ想像力を活かし、生徒は分析力と構成力を身につけます。

MYP の「言語と文学」における 6 つのスキル領域は、聞くこと、話すこと、読むこと、書

くこと、見ること、そして発表することです。これらは独立したスキル、またそれぞれ相

関性のあるスキルとして育まれます。

DP の「言語と文学」のコースでは、これらのスキルをさらに習熟させ、多様な文化の理

解と地域、国、グローバルレベルでの取り組みを奨励します。また各コースでは、幅広い

ジャンルのテクストを研究したり、文脈に沿って言語を学習することで、国際的な視野を

養います。

DP の「言語と文学」のコースは、MYP の「言語と文学」で培った基礎の上に構築されま

す。生徒の表現力と、さまざまな言語領域への理解を継続的に着実に伸ばしていくことを

目指しています。

IB のキャリア関連プログラム（CP）との関連性
IB のキャリア関連プログラム（CP：Career-related Programme）は、キャリアに関連す

る学習をしたい生徒のために考えられた独特なプログラムで、IB のビジョンや教育原理を

組み込んだ国際教育の枠組みです。CP の柔軟な教育的枠組みで、学校側は生徒のニーズや

背景、状況に対応することができます。

CP の目的は、生徒に学術的および実用的な基盤を与え、その後の学習と専門的なトレー

ニングに役立たせることです。これにより、社会人としての成功を確実にします。「言語

と文学」のコースでは、多様な記述および口述課題を通して言語的、分析的、そして創造

的スキルを養うことで、この目的を達成します。

生徒には協働する機会が与えられ、変容し続ける仕事環境に効果的に参画できるよう準

備します。ATL スキルを通して、CP の生徒は自己を振り返り、創造的および批判的に思考

し、自信をもってコミュニケーションをとるように促されます。多様なテクストの学習を

通して、他者のニーズやものの見方、価値観、態度などについて考えるように生徒に働き

かけます。コースの全般的な要件によって、生徒は多様なテクストとものの見方を通して

自主性のある学習者となり、地球市民となるように促されます。

「言語 A：文学」の学習
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「言語と文学」のねらい
「言語と文学」のすべての科目はいずれも、以下を学習のねらいとしています。

1. さまざまな媒体や形式、異なる時代、スタイル（文体）、文化からの多様なテクスト

に触れる

2. 話す、読む、書く、見る、発表する、およびパフォーマンスのスキルを伸ばす

3. 解釈や分析、評価のスキルを伸ばす

4. テクストのフォーマルで美的な性質への感性を磨き、またそれらがどう多様な応答

や複数の意味をもたらすのかを鑑賞できるようになる

5. テクストと多様なものの見方、文化的文脈、地域とグローバルな問題との関わりに

ついて理解を深め、またそれらがどう多様な応答や複数の意味をもたらすのかを鑑

賞できるようになる

6. 「言語と文学」と他の教科の関係性への理解を深める

7. 自信をもち、創造的な方法でコミュニケーションをとり、協働する

8. 言語と文学に対して、生涯にわたって関心と喜びをもつように促す

はじめに

ねらい
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1. 知識、理解、解釈

• 多様なテクスト、作品、およびパフォーマンス、それらの意味と含意

• テクストが書かれた文脈と受けとられる文脈

• 文学的、文体的、修辞的、視覚的、そしてパフォーマンス技術的な要素

• テクストタイプと文学形式の特徴

2. 分析と評価

• 言語の使い方がどう意味を生成するか

• 文学的、文体的、修辞的、視覚的、または演劇技術の使用法と効果

• さまざまなテクスト間の関係性

• 人間が抱える問題に対して、テクストがどのような見解をもたらしているか

3. コミュニケーション

• 明確で論理的、説得力のある方法で考えを表現する

• さまざまなスタイルや言語使用域（レジスター）を用い、多様な目的と状況に

応じて表現する

• 考え、感情、人物、雰囲気をパフォーマンスを通じて表現する（「文学とパフ

ォーマンス」のみ）

はじめに

評価目標
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評価目標 この評価目標はどの評価要
素で測られるか。

評価目標はどのように取り
組まれているか。

知識、理解、解釈 試験問題 1 初めて読む文学作品の抜粋

に対して、文学形式に関する

知識と理解を示し、テクスト

や抜粋を自分なりに解釈し、

結論を導き出す。

試験問題 2 2 つの作品に関する小論文

であり、与えられた焦点と関

連づけて作品への知識と理解

を示し、作品が示唆するも

の、および類似点と相違点を

解釈する。

内部評価 コース内で学習した 2つの

作品についての知識と理解を

示し、またそれらをグローバ

ルな問題に関連づけて解釈す

る。

HL 小論文 学習した作品のうち 1つに

対する知識と理解を示し、自

分で選択した探究の道筋に関

連してそのテクストまたは作

品を解釈する。

分析と評価 試験問題 1 初めて読む文学作品の抜粋

を探究し、それに対し、作者

の選択がどのように意味づけ

に寄与したかの分析と評価を

行う。

試験問題 2 与えられた問いで聞かれて

いることに関して、2つの学

はじめに

評価目標の実践
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評価目標 この評価目標はどの評価要
素で測られるか。

評価目標はどのように取り
組まれているか。

習作品の比較分析と評価を行

う。

内部評価 2つの学習作品について、

両方に見られるグローバルな

問題という観点で評価し、そ

れら独自の観点が作者の選択

によってどのように構築され

たかを分析、評価する。

HL 小論文 自分で選択した探究の道筋

に関連して、学習した作品の

うち 1つを分析・評価する。

表現する 試験問題 1 正式な小論文にふさわしい

言語を用い、理路整然とした

一貫性のある分析を行う。

試験問題 2 理路整然とし、2つの作品

をバランスよく比較してお

り、与えられた問いに的確に

焦点を合わせた正式な小論文

を書く。

内部評価 生徒自身が選択したグロー

バルな問題に焦点をあてなが

ら、理路整然としており、一

貫性と説得力をもつバランス

のとれた口述発表をする。

HL 小論文 作品に関連して、探究に焦

点をあてた正式な小論文を書

く。小論文は正式なものであ

り、効果的に構成され、優れ

た文献参照・引用スキルを示

していること。

評価目標の実践
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シラバスの構成 授業時間

SL HL

読者、作者、テクスト

作品は、さまざまな文学形式から選択されます。作品の学習の焦

点は、文学テクスト、読者、作者の関係性にあてることもできま

すが、文学と文学学習の本質を焦点とすることもできます。この

学習には、読者の応答および文学テクストが意味を生成する方法

に関する探究も含まれます。文学テクストの細部について、個人

的な応答および批評を構築することに焦点をあてます。

50 80

時間と空間

さまざまな歴史的、文化的観点を反映するよう作品を選択しま

す。これらの学習では、文学テクストの文脈および文学テクスト

が社会全般を反映し形づくるさまざまな方法に焦点をあてます。

個人的、文化的な観点を考察し、より広いものの見方を養い、文

脈と意味のつながりを認識することに焦点をあてます。

50 80

テクスト間相互関連性：テクストをつなげる

学習の範囲を拡げ、有意義な比較をする機会となるように作品を

選択します。これらの学習では、コースを通して学んできた多様

なトピック、テーマに関する問題、一般的手法、文学形式、文学

的伝統などを探究しながら、文学テクストのテクスト間相互関連

性に焦点をあてます。文学テクスト間の複雑な関係性の理解に基

づいた批評を発展させることに焦点が置かれます。

50 80

総授業時間数 150 240

各探究領域について示された時間数は、時間を指定したり制限したりするためのもので

はありません。テクストの学習では領域間で重複することが多々あるからです。それぞれ

の領域で好ましいとされるテクストへのアプローチがバランス良くなるように、クラス内

の活動を慎重に計画する必要があります。

推奨授業時間は IB 資料『一般規則：ディプロマプログラム』（第 8.2 条を参照）の資料

に記されているとおり、HL が 240 時間、SL は 150 時間です。

シラバス

シラバスの概要
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「言語と文学」の学習モデル
「言語と文学」のコースでは概念学習という考え方が基礎になっています。つまり、生徒

は科目の主要概念に取り組むことで、どんなテクストタイプに対しても柔軟で批判的な読

者となります。このモデルは、「言語と文学」の 3 つのコース、主な学習トピック、主要

概念との関係、そしてそれらが IB の DP の核をなす原理とどのように関連しているかを表

しています。

図 3
「言語と文学」の学習モデル

全 3 コースの学習の中心にあるのが、言語、文学、パフォーマンスの領域です。これら

の要素が強調される度合いは各コースで異なりますが、どのコースにおいても多かれ少な

かれ取り扱います。

言語、文学、パフォーマンスの学習、および関連スキルの発達は 3 つの探究領域に分か

れています。1) 読者、筆者、テクストの相互作用の本質についての探究、2) テクストが

時間と空間にどう関わるかについての探究、3) テクスト間相互関連性についての探究と

シラバス
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テクスト間にどのようなつながりがあるのかについての探究、となっています。これらの

3 つの領域はコースの進度に合わせ順を追ったアプローチとなるように見えますが、図に

示されるように、これらの領域には重複している部分も多く、反復的つまり循環的である

ため、柔軟にコースデザインができます。

「言語と文学」全体が、DP の「コア」の必修要件、IB の学習全体に関わる原理、TOK、

CAS、EE、「指導のアプローチ」と ATL、国際的な視野に結びついています。

生徒が「言語 A：文学」のコースで学ぶこと
「言語 A：文学」のコースにおいて、生徒は、複数の文化や歴史を超えた効果的な執筆形

態としての文学のさまざまな形について学びます。文学の創作と受容に資する以下の要因

を探究し、理解を深めます。

• 作者と読者の創造性

• 作者と読者がもつそれぞれの文脈との相互作用、および文学的伝統との相互作用の

本質

• 言語が意味や効果を生成する方法

• 文学作品の創作と文学作品への応答がもつパフォーマンスおよび変換の可能性

多様な形式をとり、異なる時代と場所で創作された数多くの文学テクストを詳細に分析

することを通して、生徒は、自分自身の解釈と他者の批判的観点を考察します。そしてこ

の考察は、それぞれの観点がどのように文化的信念体系によって形づくられているか、テ

クストの意味がその中でどのようにすり合わせられるかを探究する機会にもなります。生

徒は、批評および創作プロセスに取り組むことで、テクストが読者に与える影響と、テク

ストの意味に対する読者の柔軟性についての認識を形づくることができます。文学に焦点

を置くこのコースでは、言語の美的使用に対する感受性を培い、文学が世界的、社会的、

文化的なアイデンティティーを表現し構築する方法について考える術を生徒に与えること

を特に課題としています。

コース要件
SL では、3つの探究領域すべてにおいて最低 9つの作品を学習し、HL では、最低 13 の作

品を学習しなければなりません。

IB は、「言語と文学」のコースで使用できるさまざまな言語の作家の PRL を作成しまし

た。このリストはオンラインで利用でき、検索もできるので、教師は多様性を確保しつつ

コース要件にかなう何名かの作家を選択することができます。各言語の文学探究のスター

ト地点として作家が 6 人ずつ紹介されています。この推薦リストに従うかどうかは、教師

自身が決められます。

作品を選択する際に教師は、文学形式、時代、場所のバランスを考慮するべきです。ま

た、さまざまな人間的、または芸術的な経験を取り入れるように努めてください。

SL の生徒は次にあてはまる最低 9 つの作品を学びます。

• PRL に載っている作家により、学習している言語で原作が書かれた作品を最低 4 つ

e 
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• PRL に載っている作家の翻訳作品を最低 3つ

• 2 つは PRL からでもそれ以外からでも自由に選択することができ、翻訳作品も可

それぞれの探究領域で最低 2 つの作品を学ぶこと。作品は、3 つの文学形式、3 つの時

代、および最低 2 つの大陸に存在する 3 つの国または地域（PRL で定義）を取り扱うこと

ができるよう選択すること。

HL の生徒は次にあてはまる最低 13 の作品を学びます。

• PRL にある作家によるもので、学習している言語で原作が書かれている作品を最低

5つ

• PRL にある作家の作品の翻訳を最低 4つ

• 4 つは PRL からでもそれ以外からでも自由に選択することができ、翻訳作品も可。

それぞれの探究領域で最低 3 つの作品を学ぶこと。作品は、4 つの文学形式、3 つの時

代、および最低 2 つの大陸に存在する 4 つの国または地域（PRL で定義）を取り扱うこと

ができるよう選択すること。

「言語と文学」のコースで定義されている作品とは、小説、自伝、伝記などの主だった文

学テクスト 1 作品、中編小説などやや短い文学テクスト 2 作品かそれ以上、短編が 5 から

10 作品、エッセイが 5 から 8 作品、手紙が 10 から 15 作品、長編詩全編かまとまった分量

（最低 600 行）、あるいは短い詩 15 から 20 作品。複数のテクストを作品の一部として学習

する場合、同じ作家の作品でひとつの文学形式における同一のサブカテゴリーに属してい

なければなりません。

それぞれの探究領域で学ぶ考え方やスキルは、コース全体に組み込まれた大切なもので、

重複もたくさんあります。教師は、学習すべきテクストタイプと作品の範囲、コースの各

領域の学習に必要な時間、生徒のスキルの習熟、学習成果、行われるパフォーマンス、評

価の締め切りを必ず考慮して指導の順序を考えるようにします。コースのモデルに関する

より詳しい案内は「言語 A」TSM を参照してください。

作家
「言語 A：文学」のコースでは、同一の作家について 2度学習することはできません。「言

語 A：文学」の生徒が以下を学習することは認められません。

• 「言語と文学」の別のコースの一部としてすでに学習している作家

• 「言語 B」のコースの一部としてすでに学習している作家

「言語 A：文学」では、コース内で学習した作家について EE を書くことができますが、こ

れは同じ作家の別の作品を選択した場合のみです。

文学形式
PRL には 4 つの文学形式が含まれています。SL では、作品の学習にあたり 3 つの文学形

式を選択します。HL では、4 つの文学形式を学習します。PRL に記載された作家について

は、その作家の作品が書かれたすべての形式において学習することができ、かかる形式と

作家の関連性が言及されている必要はありません。

シラバスの内容
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時代
PRL ではさまざまな時代を扱い、作家を彼らが生きていた時代別に分類しています。「言

語 A：文学」のシラバスでは、全体を通して、少なくとも 3 つの時代からそれぞれ作家を

選ばなくてはいけません。

場所
PRL では、作家にゆかりの国や地域がわかるようになっています。SL の「言語 A：文学」

のシラバスでは、少なくとも 3 つの国あるいは地域からそれぞれ作家を選び、最低 2 つの

大陸を含まなければいけません。HL のシラバスでは、少なくとも 4 つの国あるいは地域か

らそれぞれ作家を選び、少なくとも 2つの大陸を含まなくてはいけません。

探究領域

読者、作者、テクスト
読者がテクストの意味を生成するように、テクストも読者を形づくっている。

シュロミス・リモン＝ケナン（2005 年）

この探究領域では、生徒に文学とその学習の本質について紹介します。生徒が行う学習

では、さまざまな文学形式におけるテクストを詳細に研究します。それにより作家の意図

や、意味が作り出される方法を学びます。また同時に、生徒が抱く個人的な応答が、その

生徒自身を含む読者のコミュニティーに左右される集団的理解や解釈へと移行していくこ

とを受け、意味の構築における読者の役割にも焦点をあてます。他の読者とのやり取りに

よって、構築、すり合わせされた意味の本質への認識を高めます。

生徒は文学の芸術的本質を理解することを学びます。また、文学テクストが独自の思考

や感情を表現する効果的な手段であること、文学テクストが効果を発揮するうえで、経験

豊富な読者としての自らの観点が欠かせない要素であることも理解します。

この領域の学習は、生徒が鍵となるテクストの特徴を理解し、それらがどのように意味

を構築したり意味に影響したりするかを理解する能力への自信を強化できるよう構成する

必要があります。精読を必要とし、生徒がさまざまな文学形式の要素に触れることができ

るような作品を選択することができます。さまざまな特徴を列挙したり定義したりするの

ではなく、要素の特定や個別の効果の考察を越え、複雑に構築された文学テクストの本質

を見抜くことがねらいです。詳細な学習を進める中で、文学の専門家としてテクストとテ

ーマに取り組む方法を生徒に示すことができるよう学習活動を構築します。生徒の執筆物

と応答は、個人的なものと学術的なものの間を行き来し、あるいは創作的なものと説明的

なものの間を行き来することがあります。

「読者、作者、テクスト」の探究領域では、文学テクストを詳細に研究するスキルとアプ

ローチを身につけ、また以下の考察を促す概念的な問いを考えることで教科のメタ認知の

意識づけにも触れることをねらいとしています。

• 私たちが文学を学ぶのはなぜか、またどのように学ぶのか。

• 私たちは、さまざまな文学テクストからどのような影響を受けているか。

• 意味が構築、交渉、表現、解釈される方法には、どのようなものがあるか。

シラバスの内容
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• 言語の使用は文学形式によってどのように異なるか。

• 文学テクストの構成やスタイルは、どのように意味に影響するか。

• 文学テクストはどのように洞察や課題をもたらすか。

考え得る TOK とのつながり
この領域での TOK とのつながりは、文学テクストからどのような知識が構築されるか、

その知識はいかに構築されるか、どの程度まで文学テクストの意味が議論の余地がないも

のとして考えられるかという問いにまつわるものです。この探究領域から発生する TOK と

のつながりの例

• 文学を通して学ぶことは何か。文学が果たす役割は何か。その目的は何か。

• 文学から得る知識の種類は、他の教科の学習から学ぶ知識とどのように異なるか。

文学テクストを読むことで構築される知識に関して、どの程度確証がもてるか。

• 文学テクストを読むことで得られる知識は、作者の意図、読者の文化的な前提、読

者のコミュニティーにおいてテクストに与えられる意義によってどの程度決定され

るか。

• 文学テクストの解釈で、より優れているものはあるか。解釈が複数ある場合、どの

ようにすり合わせを行うのが最善の方法か。

• 文学への応答を説明するうえで、有効なエビデンスとみなされるには何が必要か。

時間と空間
世界の文学を隔てる究極の境界線は、読者の頭の中で作品が相互に交錯しあう中に見い

だされる。そしてそれは、読者がある本の代わりに別の本を取り上げ、読み始め、新しい
世界に否応なしに吸い込まれていくたびに、新たに再形成されるものである。

デヴィッド・ダムロッシュ（2009a）

この探究領域で焦点となるのは、文学テクストは真空状態では作り出されることも受け

取られることもできないという考えです。文学テクストが創作され読まれた文化的文脈

を、時間と空間を超えて探究し、また文学そのものの内容が社会を映し出す鏡となるとい

う点についても探ります。生徒は、文化的状況がいかにして文学テクストの創作へ向かう

のか、文学テクストが文化的状況をどのように反映または屈折しうるか、そして文化とア

イデンティティーが文学テクストの受け取られ方に及ぼす影響について詳細に検討しま

す。

また、文学テクストの表現方法や、文学テクストがさまざまな文化的、歴史的観点から

理解される方法についても研究します。このような学びを通して、テクスト間の関係性が

果たす役割、自己と他者、そして地域と世界がつながる方法についても認識します。これ

らの関係性は複雑でダイナミックなものです。作家の背景や読者の構成は明確でない場合

も多く、簡単に説明できないこともあります。どの文学テクストも特定の文脈に即してお

り、ある時代と場所の社会的、政治的、文化的問題を扱ったり、表現したりしています。

例えば、現代社会における作家の懸念を表現しようと書かれた作品が、古代に設定される

こともあります。地理的に離れた文化が共通の慣習や考え方をもつこともあれば、近隣に

暮らす人々が全く異なる伝統を守ることもあります。生徒は、そのような複雑な社会の枠

シラバスの内容
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組みにおけるコミュニケーションの複雑さについて考え、また作品が変化する文脈で創作

され読まれた場合に言語とテクストの解釈が暗示するものについても考えます。

この領域では、生徒がさまざまな場所、文化や時代からテクストと問題を探究すること

ができるよう、作品を選択し学習します。文化、作家の経歴、歴史的出来事、あるいは批

判的に受けとられた説話について考察あるいは研究しますが、学習の焦点は文学テクスト

そのものが提示するアイデアや問題にあります。また、これらの問題について文脈をより

詳しく調べた方が理解が深まるかどうかも焦点となります。この探究領域において、生徒

は文学テクストが政治的、社会的状況の側面を照らし出すことや、出来事のより微妙な違

いを理解することが、文学テクストの理解や解釈に影響する可能性についても探ります。

文脈の学習は、文学テクストと社会を静的な一対一の関係性としてとらえるのではありま

せん。文学テクストを、時間と空間を超越し、影響力の強い「非人間要因」とみなしま

す。

「時間と空間」の探究領域では、文学テクストのもつオープンで複合的で国際的な特性に

ついて、以下の考察を促す問いについて考慮することで、生徒の理解をより深めることを

ねらいとしています。

• 文学テクストの創作と受け止め方において、文化的、歴史的文脈はどの程度重要か。

• 自分とは異なる時代と文化から生まれた文学テクストにどのようにアプローチする

か。

• 文学テクストはどの程度他の文化について見解をもたらすか。

• 文学テクストの意味と影響は、時間の経過とともにどのように変化するか。

• 文学テクストはどのように文化的慣習を反映し、表現し、またその一部を形成する

か。

• 言語はどのように社会的特性やアイデンティティーを表すか。

考え得る TOK とのつながり
この領域における TOK とのつながりは、文学テクストが作られた文脈がどの程度その文

学テクストの意味に影響するか、また意味に関する情報を与えるか、そして、読者が文学

テクストから得る知識が、受け手の文脈によってどの程度決定されるかという問いに関連

します。この探究領域から発生する TOK とのつながりの例

• 読者は、自分とは異なる文脈の中で書かれた文学テクストをどの程度理解すること

ができるか。

• 作品を理解できるようになるためには、作家の見解をどの程度共有する必要がある

か。

• 1 つの言語から別の言語に翻訳される際に失われるものは何か。

• 詩人、劇作家、小説家、歴史家を比較した場合、時間と空間に対するアプローチは

どのように異なるか。

• 文学を学習し理解するうえで、カノン（正典）の考え方は役立つか。カノンはどの

ように決定されるか。それらが時間とともに拡張、あるいは変化する要因にはどの

ようなものがあるか。
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テクスト間相互関連性：テクストをつなげる
あらゆるテクストは、引用の寄せ集めであり、他のテクストを吸収したもの、または変

形させたものである。
ジュリア・クリステヴァ（1980）

この探究分野では、テクスト間相互関連性、つまり多様な文学テクスト、伝統、創作者、

考えの間のつながりに焦点をあてます。文学テクストの比較研究に焦点をあて、個々の文

学テクストの特性と複雑な関連性についてより深く洞察します。コースを通して、多様な

文学テクストの類似点と相違点に気がつきます。この領域では、教師が設定した、あるい

はクラスやグループでの話し合いにより集められた一連の作品について学び、文学的問

題、事例、解釈、読解について深く探ります。テクストが他のテクストに対する批判的な

見方をもたらすということ、また、異なる視点をもつことで、テクストの解釈を拡大した

り解釈に疑問を抱くようになり、それがテクストの解釈を助けるということに気がつきま

す。

「テクスト間相互関連性：テクストをつなげる」については、次のようなさまざまな方法

でアプローチできます。

• 同一の文学形式をもつ作品群の学習（例えば、フィクション、ノンフィクション、

詩、演劇）

• 上記の文学形式におけるサブカテゴリーの学習（例えば、小説、喜劇、ソネット、

エッセイ）

• 文学テクストを通して扱われているトピックの探究（例えば、権力、ヒロイズム、

ジェンダー）

• 異なるテクストがひとつの同じ概念を扱う方法についての学習（例えば、表現、ア

イデンティティー、文化）

• ひとつの文学テクストによる他のテクストへの隠喩が、双方の意味にもたらす影響

（例えば、ある作家が他の作家の作品についてテクスト間に関する明らかな言及を

行っている）

• 理論的な文学考察（例えば、文学の価値や批判的な観点）

この探究領域は、文学テクストが、過去と現在を通して、他の文学テクストとの関係性

の中にどう存在するかを生徒に認識させることをねらいとしています。生徒は、文学的伝

統と新しい方向性について、以下の概念的な問いについて考えます。

• 文学テクストはどのように文学形式にまつわる伝統的方法に従っているか、あるい

は逸脱しているか。

• 文献引用方法や仕組みは、時代とともにどのように進化したか。

• 多様な文学テクストは、どのように共通の類似点をもつことができるか。

• 「古典的な」文学テクストという考え方は、どの程度妥当か。

• 文学テクストは、どのようにして 1 つの問題、トピック、テーマについて複数の観

点をもたらすことができるのか。

• 比較や解釈はどのように変換されうるか。

シラバスの内容

28 「言語 A：文学」指導の手引き



考え得る TOK とのつながり
この領域の TOK は、作者によって意図的に行われた、あるいは受け止めるという行為に

より読者によって作り上げられた文学テクスト間の関わりが、テクストへの認知やテクス

トの意味に影響するかという問いにつながります。この探究領域から発生する TOK とのつ

ながりの例

• 文学テクストの比較対照を行ったときに、文学テクストや文学に関してどのような

知識を得ることができるか。

• 形式に関する規則や文学手法についての知識は、文学テクストをより効果的に、よ

り深く理解する助けとなるか。

• テクストの文学的功績についての判断はどのようにされるか。ある文学テクスト

が、他より優れているとみなされる要因は何か。

• 文学の学習においては、時代的観点（テクストが書かれた時代ごとにグループ化す

る）とテーマごとのアプローチ（共通のテーマや問題ごとにグループ化する）では、

どちらがより効果的か。この教科において、各テクストが知識に与える影響は何か。

• 形式および時代による文学テクストの分類はどの程度有益か。文学テクストは、文

学とその歴史を理解するうえでどの程度効果的か。

学習者ポートフォリオ
「言語 A：文学」のコースにおいて学習者ポートフォリオは核となる要素で、すべての生

徒に必須です。これは生徒の学習を個々にまとめたもので、コースの 2 年間を通して集め

られます。

ポートフォリオ自体は IB による評価およびモデレーション（評価の適正化）の対象とは

なりませんが、学習者ポートフォリオ用に行われた活動は、評価のための準備の基礎とな

るものです。コースの基盤をなし、生徒の学習のエビデンスを示し、評価要素に対する準

備状況を振り返るものです。ある要素において生徒の成果物が生徒本人が取り組んだもの

であることを確認する、学問的誠実性の原理が守られていることを証明する、学校のシラ

バス実施状況を評価するなどの目的で、学習者ポートフォリオの提出が求められる場合が

あります。

学習者ポートフォリオは、生徒が文学テクストの探究と振り返りをする場であり、テク

スト間のつながり、テクストと探究領域とのつながり、テクストと科目の主要概念とのつ

ながりを見いだす場でもあります。生徒は対象となる探究領域で学習した作品への応答に

ついて学習者ポートフォリオで振り返ります。また、これらの作品と以前に読んだ作品を

結ぶ関係性を見いだし、自分とクラスメートの観点や価値観とのつながりも見いだしま

す。シラバスが進むにつれて、これらのつながりが同じ探究領域の中、および複数の探究

領域にまたがって浮き彫りになることが期待され、そのつながりがテクスト、文化、アイ

デンティティーの間の相互作用についてのより広い知識の構築の基盤となるでしょう。

学習者ポートフォリオは生徒が評価の準備をする場でもあります。ポートフォリオを使

って、学習した作品と評価要素を結ぶ最適かつ最も生産的なつながりは何かを決めます。
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ポートフォリオはコースの最初に導入されるべきで、生徒の学習が進み、外部評価および

内部評価の準備をするにつれてますます重要になってきます。

学習者ポートフォリオは、学習した作品に対する公式・非公式な幅広い応答を集めたも

のであるべきで、批判的なものや創作的なもの、さまざまな媒体を利用したものから構成

されることもあります。コースを通して生徒自身の発見と進歩を記録したものが学習者ポ

ートフォリオです。次のようなものを記録するために活用できます。

• コースの考察を促す概念的問いに関連する振り返り

• テクストへの応答を形づくる前提、信念、価値観への振り返り

• テクストの探究と、それらによりもたらされる、実際のグローバルな社会的問題に

対する知見

• 作品、テクスト、抜粋の詳細な評価および批判的な分析と、それにより探究される

使用言語の潜在的意味

• 学習したさまざまなテクストのつながりに関する振り返り

• 形式、メディア、テクノロジーを用いた試み

• さまざまな文学形式を探究するため、また、生徒が作品に対して個人的な応答を発

展させるための創作記述課題

• 授業外で行われた読書、リサーチ、探究

• 受けとった貴重なフィードバックの記録

• さまざまな価値観や見解について探究したクラス活動、グループ活動、あるいはデ

ィスカッション、およびその話し合いの過程を記したレポート

• 困難だった点、達成したこと

• 個人口述の基礎となる、適切な抜粋を集めたもの

• 生徒自身の進捗を評価するための自己評価の記録

教師は学習者ポートフォリオの指針を自由に設定し管理することができますが、生徒が

自身の進歩を自由に記録できるよう、生徒なりのやり方でまとめることが推奨されます。

デジタルにするか非デジタルにするか、また従来の方法かマルチモーダルにするかなど、

生徒が記録するポートフォリオは個人の学習の好みによって決まります。生徒が自由に色

々なオプションを選択できるようにします。

すべての評価要素を満たすために必要な成果物は、ポートフォリオの内容を発展させ取

り出されたものであるようにしてください。そのため、各生徒のポートフォリオの一番最

後に「学習作品フォーム」をつける必要があります。このフォームは、コースの一環とし

て選択された作品について、また作品が評価要素とどのように関わるかについて詳しく述

べるものです。

「評価」のセクションには、それぞれの評価要素に備えた学習者ポートフォリオの活用方

法が提案されています。

ポートフォリオに含むことができる作品の例は、「言語 A」TSM に示されています。
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学校のサポートの下で行われる自己学習（SSST）の履修生
学校のサポートの下で行われる自己学習（school-supported self-taught：SSST）の履

修生が「言語 A：文学」を履修できるのは SL のみです。自己学習する場合も、学校で指導

される SL の生徒と同じシラバスの要件を満たさなければなりませんが、すべての学習作

品は、PRL から選択された作家によって書かれたものでなければならない、という例外が

あります。

「言語 A：文学」のシラバスは非常に柔軟なため、SSST の履修生については、学習におけ

る特定の部分において支援が必要となります。SSST の履修生には、彼らにとっての第一言

語かつ最適言語を話すチューターを割り当てなければならず、同じ学年のすべての SSST

履修生を対象とした特別授業を設定し、学校の時間割の中で実施しなければなりません。

作品リストにのせるべき作品を選択するうえで必要となる情報やスキルを SSST の履修生

に与えるためにこういった対応が必要であり、それぞれの評価要素にどの作品を使用する

かを決める手助けとなります。

生徒はまた、内部評価用に選択された作品に関して適切なグローバルな問題を選択する

とき、それぞれの作品から抜粋を選択するとき、また個人口述をまとめるときに指導を必

要とします。

SSST の履修生のために別途用意されたリソースが、プログラム・リソース・センターで

入手可能です。

言語スキルの発達
生徒は、「言語と文学」の 3 つのコースの全レベルで、次のような言語スキルを使い、伸

ばしていきます。

受容スキル
さまざまな作品を理解、評価し、テクストの詳細に着目し、テクストの決まりについて

の知識をあてはめながら情報に基づいた解釈、分析、比較、評価をします。論点も考慮

し、関連する詳細や説明から重要項目を見分けます。さまざまなストラテジーを使って意

味を演繹し、表面的なレベルを超えた、より広い意味を把握します。

産出スキル
生徒は、さまざまなトピックについて口頭や文章で考えや意見を発表します。説明と例

をあげて、複雑な論議を構築しサポートします。クラス活動の一部として、記述または実

演でのテクストの変換および再創作活動に従事することにより、さまざまな形式の試みを

行います。描写する、話を述べる、比較する、説明する、説得する、評価するなど幅広い

コミュニケーションニーズに応じて、目的をもってまとまった長さの口頭発表を行った

り、執筆したりします。

やりとりのスキル
生徒は、口頭によるやりとりを開始し、継続させ、まとめることを通して、スタイルや

強調したいことを調節する能力を示します。また、ディスカッションの流れを維持するさ
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まざまなストラテジーを用い、多様な観点や意見に意識を向けます。読者や目的を考え、

ふさわしい言葉使い、語調、仕草やジェスチャーを使いわけます。生徒はまた、テクスト

とふれあい、多様な言語使用域やさまざまな形式において記述でのやりとりを継続できる

ようになります。

概念的理解
IB 資料『国際バカロレア（IB）の教育とは』において、「IB プログラムは、幅広く、バ

ランスのとれたアカデミックな学習と学びの体験に触れる場を児童生徒に提供します。IB

の概念学習では教科横断的な領域における関連性、すなわち体系化のための考えが重視さ

れるため、学習内容を統合しカリキュラムに一貫性をもたせています（「幅広く、バラン

スのとれた、概念的で、関連性の高いカリキュラム」のセクション）」と記述されていま

す。

すべての DP 言語プラグラムの教科は、言語能力と言語の概念的理解は補完し合っている

という学習ビジョンを推進しています。それにより生徒の学習経験全体がより強固なもの

となります。したがって、DP の生徒は、人々がなぜ、どのように言語を使いコミュニケー

ションを図るかについてより深く理解し、コースの内容について読む、書く、話す能力を

さらに身につけます。これにより学習する言語でのコミュニケーション能力が向上しま

す。

特に、DP の言語プログラムにおける言語の概念的理解を深めるアプローチは、以下の原

理に基づいて構成されています。

• IB 初等教育プログラム（PYP：Primary Years Programme）または IB 中等教育プロ

グラム（MYP：Middle Years Programme）で学んだ経験のある DP の生徒は、言語の

概念的理解（PYP）や、MYP の「言語と文学」および「言語習得」における重要概念

や関連概念への理解をさらに深める機会となります。

• DP の生徒は正規の学習や個人的な体験を通して他の言語や文化について既に知っ

ていることを応用し、学習全体のプロセスをより充実させます。

• また、DP の生徒は、コースにふさわしい言語と文化に関する幅広い疑問について考

察し、国際的な視野を養い、自身の学習プロセスにおいてさらに自己意識を高めま

す。

「言語と文学」のコースにおける概念的理解
「言語と文学」のコースでは、概念が非常に大切です。3 つの探究領域にまたがって作品

の学習を組織的に導くものだからです。概念は 3 つの探究領域に多岐にわたり関連してお

り、1 つの領域から別の領域への移行に継続性をもたらします。またテクスト間を関連づ

け、学習した作品同士がどのように関係するのかを特定しやすくなります。特に評価要素

に基づく評価があるわけではありませんが、概念は生徒の研究の重要な部分となってお

り、したがって各学習作品のディスカッションでとりあげるべきです。

コースの指導と学習を形作る 7 つの概念は、「言語と文学」のどのコースにおいても中心

的な役割を果たすことから選ばれました。これらの概念は言語と文学の学習の中核をなす
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もので、注意すべき点でもあり探究の焦点にもなってきました。7 つの概念の簡単な説明

は以下の通りです。これらの説明は総括的なものではありませんが、コースの考え方を支

える手引きとなります。

クラスの活動を通してこれらの概念にどのようにアプローチするかの考え方については、

本資料または「言語 A」TSM の『「言語と文学」における「指導のアプローチ」と ATL』の

セクションを参照してください。

アイデンティティー
テクストを読むとき、生徒はさまざまな観点、ヴォイス（語り手や登場人物の考え方や

話し方の特徴）、登場人物に出会い、関わります。テクストを読み、解釈しているときに、

そこに表現される観点は作者のアイデンティティーをある程度反映するものであると仮定

するのが普通です。しかし、筆者とテクストにおけるさまざまな観点やヴォイスの関係は

複雑であることが多く、アイデンティティーの概念はわかりにくいものです。同じ作家に

よる色々なテクストを読むことで浮かび上がる人物像もまた、ディスカッションを複雑に

します。また逆に、テクストを読むときの読者のアイデンティティーの関わり方も、読解

という行為を分析するにあたって同じくらいの重要性をもちます。

文化
文化の概念は、「言語と文学」の核をなします。文化の概念によって、テクストが、その

創作と受容の文脈にどう関わるか、またテクスト中にあらわれるそれぞれの価値観、信

念、態度とどう関わるかという問いが生まれます。この概念は個々のテクストと、それ以

前の記述の慣習との関係性についても大切な役割を果たします。文化の概念をテクストの

学習に適用することで、テクストはある特定の文化的、文学的文脈の産物であり、それら

がどのように関わりあっているかという振り返りにつながります。

創造性
創造性は読む、書くという経験において重要な要素です。この概念は書くという行為、

そして想像力が果たす役割を分析し理解するための基盤となります。読むという行為にあ

てはめた場合、創造性は、読者がテクストと想像的に関わり、そこから既存の解釈を超え

た潜在的な意味を新たに生成するという重要性に気づかせてくれます。創造性はまた、独

創性についての考え方や、テクストが創作され受け入れられるときに独創性がどの程度重

要になるかという問いにも関わります。

コミュニケーション
コミュニケーションの概念はテクストという手段を介した作者と読者の関係性に関する

問いにまつわるものです。作者が選択したスタイルや構成がコミュニケーションをどの程

度円滑にするかという点は、本探究で分析する側面となりえます。作者は特定の読者を想

定していることもあります。それはつまり、読者の知識や観点について作者が仮説を立て

ているということであり、これにより、他の人に比べ、一部の読者とのコミュニケーショ

ンが容易になることもあります。また、コミュニケーションを実現するためにテクストが
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読者に求める協力の度合い、読者がコミュニケーションに関わろうとする心構えもディス

カッションの重要なトピックになります。協力的な読者を得た時であっても、テクストの

意味は決して一律ではありません。そのためコミュニケーションの概念は、文学テクスト

と非文学テクストのどちらに関しても特に生産的な概念であり、かつ問題を生じさせる可

能性のある概念でもあります。

観点
テクストは複数の観点をあらわす場合があり、そこに作者の見解が反映されていること

もあれば、されていないこともあります。読者もまた自分自身の観点をもってテクストと

関わります。このようにさまざまな観点がテクストの解釈に影響を及ぼすため、批判的な

見方とディスカッションが必要になります。読む、または書くという行為がある特定の時

間と場所で起こるという事実は、テクストが創作され受け入れられた文脈がどの程度そう

いった観点に影響を及ぼし、形づくってきたかという新たな問いを投げかけます。

変換
テクスト間のつながりに関する学習では、3つの探究領域のうちの 1 つ、つまり「テクス

ト間相互関連性：テクストをつなげる」に焦点をあてます。テクストが互いに参照しあ

い、要素を充当しあい、さまざまな美的目的あるいはコミュニケーション目的に合うよう

変換する複雑な方法は、テクストを創作する過程における変換の重要性を示すものです。

また、読むという行為自体も、潜在的にテクストや読者に変化をもたらすものです。読者

によって個人的な解釈が異なり、テクストを変換させていきます。一方、テクストもまた

読者に影響を及ぼし、そこから行動へ、そして現実の変革へとつながっていく可能性もあ

ります。

表現
言語と文学の現実との関わり方は、言語学や文学理論の研究者の間で時代を問わず大き

な論争の的となってきました。作者の発言や記述をもとに、現実との関わり方についてさ

まざまな主張がされてきました。文学は現実をできるだけ正確に表すべきであるといった

主張から、芸術は現実からも、作品の中で現実を表現すべきという義務からも完全に切り

離され自由でなければならない、という主張もあります。このような議論にかかわらず、

表現の概念は形式や構成が意味とどのように交わり関わるかということに関連して、本科

目の中核となるものです。

コースデザインの原理
「言語 A：文学」のコースでは、教師が自由にコースをまとめ、構成できるようになって

います。3 つの探究領域では、文学テクストの学習にあたってさまざまなアプローチに焦

点をあてており、学習すべき文学形式についていかなる要件も定めていません。作品の起

源についての要件（例えば、作品を原語で学習するか翻訳作品を学習するか、また作家を

PRL から選ぶか自由に選択するか）については、コース全体を通して守らなくてはなりま

せん。探究領域間でどのように要件を配分するかについては、指定の方法はありません。

シラバスの内容
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また、シラバスでは探究領域を特定の評価要素に限定していないので、生徒はそれぞれ

の評価課題のための作品について個人的に選択する余地があります。コースデザインは自

由度が高いので、細心の注意を払って計画し、シラバスに記載された教材の指導を通して

要件を満たす必要があります。

多様性、統合、自律性、責任という中心的な原理は、教師がコースを構成する際の指針

となり、どのように妥当かつ慎重に決定するか生徒にアドバイスをする際の手引きにもな

ります。

多様性
教師は必ず以下を確認してください。

• 作品の選択は、可能な限りさまざまな文学形式、場所、時間、ヴォイス（作者の個

性を表す特有のスタイル）を取り扱うようにする。

• テクストを 3 つの探究領域に分類することで、それぞれの領域において、学習して

いる言語で書かれた作品に対して、翻訳作品、異なる文学形式の作品、さまざまな

時代と場所で生まれた作品を連携させ、比較・対比する十分な機会を確保する。

• 選択された作品の中に、正統派のヴォイスと従来とは一線を画す新たなヴォイスと

がバランスよく混在している（これにより生徒は、文学のさまざまな概念に触れ、

最新の文学的発展や、それに付随する理論的な構造を意識することができる）。

• 作品の選択に生徒をできる限り関わらせることで、生徒個人の好みを考慮し、なる

べく好みに合わせた作品が選択されるようにする。

統合
3 つの探究領域はそれぞれに独立したものではなく、選択された作品の学習への相互補完

的なアプローチとなります。それぞれの領域では異なる視点を通して作品を探究します

が、教師は、文学の学習が内在的であり文脈を考慮し比較学習であることに常に言及する

機会を活かし、コース全体を通じて統合していきます。

シラバスには、この 3つの探究領域を統合するさまざまな方法が記載されています。

• 学習者ポートフォリオにおいて、生徒は、対応する探究領域において学習した作品

を振り返り、これらの作品を結ぶつながりを見いだします。シラバスの内容が進む

につれて、ひとつの探究領域内で、および複数の探究領域にまたがって、作品同士

を結ぶつながりが認識されるようにします。

• 個人口述や試験問題 2 などの評価要素は、これらの評価のために選択するオプショ

ンを考慮するにあたり、作品同士の接点について詳細に理解するよう生徒を促すも

のです。教師は生徒に対し、シラバスの柔軟性を有効活用し、1 つの探究領域を超

えて作品を選択するよう指導してください。

• 生徒は、「言語と文学」のコースにおける 7つの主要概念により、3つの探究領域に

またがる探究の道筋を得ることができます。

シラバスの内容
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自律性
生徒が評価要素に使用する作品の選択を慎重に行うためには、自身の学習をより自律的

に捉える機会が提供されなければなりません。そのためにも教師は、コースのねらい、シ

ラバス要件、評価要素、評価規準についての情報を可能な限り早い段階で生徒に提供しま

す。「言語と文学」のコースでは、評価要素のための作品の準備に関して、生徒に高い次

元の自律性が求められます。そのような自律性を実現するには、生徒が、それぞれの探究

領域と評価要素で何が求められているかを認識することが大切です。

また、生徒の最終的な目標に対して、継続的な進捗評価を実施することも重要です。評

価要素の準備においては、生徒が各自で方針を設定し、それに従って進んでいきます。し

かし、適切な作品を選択したかどうかの判断や、結びつける概念やグローバルな課題など

に関しては、教師による指導が必要になります。自己評価および他の生徒からの評価を定

期的に実施することも、コースで設定された目標に対する進捗状況を評価するうえで助け

となります。

責任
「言語と文学」のコースの大きな特徴は、シラバス要件を満たす方法を選択するにあた

り、教師と生徒の双方に高い自由度が与えられていることです。シラバスは規定されたも

のではなく、個人による選択の余地を多く残しています。

しかし教師と生徒の双方が忘れてはならないのは、コース要件の遵守状況に関しては、

このような自由度が適用されないということです。教師は次のことに留意しなければなり

ません。

• コース要件をクラス全体が満たすこと

• 各生徒はすべての評価要素に要求される全項目に対応する明確な計画を有してお

り、この計画に従うことで、必要な作品すべての読了と学習が保証されること

• 知りうる限りの範囲で、同一の作品が 2 つの異なる評価要素に使われることがない

ようにすること

• 学問的誠実性が守られるようにすること

シラバスの内容
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概要
評価は、指導と学習に必要不可欠な要素です。DP では、カリキュラム目標の達成を支援

し、生徒の適切な学習を促すことを、評価の最も重要なねらいと位置づけています。DP で

は、外部評価と内部評価の両方が実施されます。外部評価の評価課題は、IB の試験官が採

点します。一方、内部評価の評価課題は、教師が採点し、IB によるモデレーションを受け

ます。

IB が規定する評価には次の 2種類があります。

• 「形成的評価」（formative assessment）は、指導と学習の両方に指針を与えます。

どのような学習が行われているか、また個別の生徒にどのような強みと弱みがある

かについて、生徒と教師の双方に正確かつ有益なフィードバックをもたらすことで、

生徒の理解と能力の向上に役立ちます。また、形成的評価は、コースのねらいと目

的の達成に向けて生徒の進捗状況をモニターするための情報となることから、指導

の質を向上させるのにも役立ちます。

• 「総括的評価」（summative assessment）は、これまでの学習を踏まえて、生徒の到

達度を測ることを目的としています。

DP では、主に履修期間の終了時または終了間近の生徒の到達度を測る総括的評価に重点

が置かれています。ただし、評価方法の多くは、指導および学習期間中に形成的に用いる

こともできます。教師はそうした評価を実施するよう推奨されています。総合的な評価計

画は、指導、学習およびコース編成と一体を成すものです。詳しくは IB 資料『プログラ

ムの基準と実践要綱』を参照してください。

IB が採用する評価アプローチは、評価規準に準拠した「絶対評価」です。「相対評価」で

はありません。この評価アプローチは、生徒の成果物を特定の到達レベルと照らし合わせ

てパフォーマンスを判断するものであり、他の生徒の成果物と比較するものではありませ

ん。DP における評価について、より詳しくは IB 資料（英語版）『Assessment principles 

and practices—Quality assessments in a digital age（評価の原則と実践 — デジタル

時代における品質評価）』を参照してください。

プログラム・リソース・センターでは、DP の科目のコースデザイン、指導、および評価

の分野で教師を支援するための多様なリソースを入手できます。また、リソースを IB ス

トア（store.ibo.org）で購入することもできます。試験問題の見本や対応するマークス

キーム、TSM、科目レポート、評価規準の説明といったその他のリソースも、プログラ

ム・リソース・センターで取り扱っています。過去問題や対応するマークスキームは、IB

ストアで入手することができます。

評価

DP における評価
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評価方法
IB では、いくつかの評価方法を使用して生徒の成果物を評価します。

評価規準
評価規準は、オープンエンドの評価課題に対して使用します。それぞれの規準は、生徒

が習得すべき特定のスキルに重点を置いています。生徒が何ができるかを表したのが評価

目標、どの程度それができるかを表したのが評価規準です。評価規準を用いることによ

り、答えの違いを差別化し、多様な解答を奨励できるようになります。規準にはそれぞれ

高低順に並べられた「レベルの説明」がつけられています。各レベルには、1 つまたは複

数の評点が含まれています。また、採点ではベストフィット（適合）モデルを用いて、各

規準を個別に適用します。その規準の満点が何点になるかは規準の重要度に応じて異なる

場合があります。各規準ごとの評点を合計し、その成果物の合計点を出します。

マークバンド（採点基準表）
マークバンドとは、評価する成果物に期待されるパフォーマンスの包括的な説明です。1

つの規準を包括的に示し、それを複数の「レベルの説明」に分けて示します。「レベルの

説明」は評点の幅に対応しており、生徒のパフォーマンスを区別できるようになっていま

す。最も近似したレベルを選ぶベストフィットのアプローチを使用して、「レベルの説明」

ごとに設けられた幅のなかから評点を選びます。

分析的マークスキーム（採点基準）
分析的マークスキームは、生徒の最終的な解答や、その他特定の種類の答案を要求する

試験問題のために作成されます。各設問に対し生徒がさまざまに解答している部分に対し

総合点をどのように配分するかについて、試験官に詳細な指示を与えることを目的として

います。

採点の注意事項
評価規準に則って採点される評価要素のなかには、採点の注意事項があるものがありま

す。採点の注意事項は、問題の特定の要件に対して評価規準をどのように適用すべきかに

ついての指針を示します。

受験上の配慮
受験上の配慮の必要な志願者に対しては、評価に際してインクルーシブな配慮をするこ

とができます。このような配慮により、多様なニーズを抱えた生徒が試験を受け、評価対

象となっている事柄について自分の知識と理解を示せるようになります。

学習支援の必要な生徒に対して提供することのできる受験上の配慮は、IB 資料『Access 

and Inclusion policy』（学習支援と多様な生徒の受け入れに関する方針）に詳細が記載

されています。IB 資料（英語版）『Learning diversity and inclusion in IB programmes

（IB プログラムにおける学習の多様性と包含性）』では、多様な学習ニーズをもって IB の

プログラムを受講する生徒に関する IB の立場を説明しています。さまざまな状況から影

DP における評価
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響を受けた生徒への対応についての詳細は、IB 資料『一般規則：ディプロマプログラム』

および『ディプロマプログラム（DP）における評価の手順』を参照してください。

学校の責任
学校は、学習支援が必要な生徒に対して平等なアクセスへの配慮と妥当な調整がなされ

ていることを確認しなければなりません。IB 資料『受験上の配慮の必要な志願者につい

て』、（英語版）『Learning diversity and inclusion in IB programmes（IB プログラムに

おける学習の多様性と包含性）』の内容が適用されます。

学習への障壁をなくし、学習へのアクセスと参加を強化するための継続的なプロセスに

おいて学校を支援するために、IB 資料（英語版）『Meeting student learning diversity 

in the classroom（教室における学習の多様性に対応するために）』、（英語版）『The IB 

guide to inclusive education: a resource for whole school development（インクル

ーシブな教育のための IB の手引き：全学的発展の資料）』などの文献が利用できます。

DP における評価
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2021 年第 1回試験

評価要素 配点比率

外部評価（3 時間）

試験問題 1：設問つき文学分析（1 時間 15 分）

この試験問題は文学形式の異なる 2つの課題文から成り、それぞれに 1問づ

つ設問があります。生徒は課題文の 1つを選択し、分析を書きます。（20 点）

70％

35％

試験問題 2：比較小論文（1 時間 45 分）

試験問題は、4つの一般的な質問で構成されます。このうちの 1問について

コースで学習した 2つの作品に基づいて比較小論文を書きます。（30 点）

35％

内部評価

この要素は個人口述から成り、内部評価は学校内の教師が行い、コース修了

時に IB が外部モデレーションを行います。

個人口述（15 分）

学習している言語で原書が書かれた 1つの作品からの抜粋、および 1つの翻

訳作品からの抜粋を元に、生徒はあらかじめ用意した回答を 10 分間で発表

し、その後 5分間、教師から次のテーマに基づいた質問をされます。

自分で選んだグローバルな問題が、学習した 2つの作品の内容と形式を通し

てどのように表現されているか分析しなさい。（40 点）

30％

評価

評価の概要 ― SL
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2021 年第 1回試験

評価要素 配点比率

外部評価（3 時間）

試験問題 1：設問つき文学分析（1 時間 15 分）

試験問題は文学形式の異なる 2つの課題文から成り、それぞれに 1問づつ設

問があります。課題文の 1つを選択し、分析を書きます。（20 点）

70％

35％

試験問題 2：比較小論文（1 時間 45 分）

試験問題は、4つの一般的な質問で構成されます。このうちの 1問につい

て、コースで学習した 2つの作品に基づいて比較小論文を書きます。（30 点）

35％

個人口述（SSST 用）

この要素は、IB が外部評価を行う個人口述から成ります。

個人口述（15 分）

学習している言語で原書が書かれた 1つの作品からの抜粋、および 1つの翻

訳作品からの抜粋を元に、生徒は次の質問に対してあらかじめ用意した回答

を 15 分間で発表します。

自分で選んだグローバルな問題が、学習した 2つの作品の内容と形式を通し

てどのように表現されているか分析しなさい。（40 点）

30％

評価

評価の概要：SSST の履修生 ― SL
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2021 年第 1回試験

評価要素 配点比率

外部評価（4 時間）

試験問題 1：設問つき文学分析（2 時間 15 分）

試験問題は文学形式の異なる 2つの課題文から成り、それぞれに 1問づつ

設問があります。それぞれについて分析を書きます。（40 点）

80％

35％

試験問題 2：比較小論文（1 時間 45 分）

試験問題は、4つの一般的な質問で構成されます。このうちの 1問につい

て、コースで学習した 2つの作品に基づいて比較小論文を書きます。（30 点）

25％

HL 小論文

コースで学習した 1つの作品について小論文を書きます。（20 点）

小論文は、1200 語から 1500 語（日本語の場合は 2400 字から 3000 字）で

す。

20％

内部評価

この要素は個人口述から成り、内部評価は学校内の教師が行い、コース修

了時に IB が外部モデレーションを行います。

個人口述（15 分）

学習言語で原書が書かれた 1つの作品からの抜粋、および 1つの翻訳作品

からの抜粋を元に、生徒はあらかじめ用意した回答を 10 分間で発表し、その

後 5分間、教師から次のテーマに基づいた質問をされます。

自分で選んだグローバルな問題が、学習した 2つの作品の内容と形式を通

してどのように表現されているか分析しなさい。（40 点）

20％

評価

評価の概要 ― HL
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すべての評価課題について生徒を評価するために、評価規準が使用されます。評価規準

は本資料に記載されています。

それぞれの評価要素に対して、4 つの規準があります。これらの規準は評価目標を正確に

反映するために作成されました。SL と HL の共通要素に関しては、同じ規準と説明になっ

ています。

外部評価は、SL では最終評価の 70％、HL では 80％になります。

外部評価の詳細 ― SL

試験問題 1：設問つき文学分析
試験時間：1 時間 15 分

配点比率：35％

試験問題 1 には、初めて読む課題文が 2 つ含まれています。そのうちの 1 つについて設

問に対する分析を書きます。ここでいう「設問に対する分析」とは、課題文の技法や形式

に関わる点について検討するよう求める考察を促す問いに基づいて、課題文を探究するこ

とです。課題文は、PRL に記載されている 4 つの文学形式のうちから出題されます。それ

ぞれの課題文は、異なる文学形式のものです。

分析の対象となる課題文は、それ自体完結した作品である場合と、長い作品からの抜粋

である場合があります。PRL に記載されている作家の作品や、授業で学習している可能性

のある作品が課題文にならないよう考慮されています。

それぞれの課題文には、テクストへの興味深い切り口となり、技法または形式に関わる

要素に関し、考察を促す問いが 1 つ与えられています。この設問への解答は必須ではあり

ませんが、課題文の特定の部分に焦点をあてて分析を行うよう求められていることに留意

しなければなりません。そのような焦点を引き出すため、テクストの中で自身が重要だと

感じる技法や形式に関わる他の要素に関して、別の切り口を提案してもかまいません。

試験問題は、本資料に記載された評価規準に則って評価されます。試験問題 1 の最高点

は 20 点です。

学習者ポートフォリオと試験問題 1
学習者ポートフォリオは特に評価の対象にはなりませんが、生徒が正式な評価の準備を

するための大切なツールです。生徒にとって、試験問題 1 で必要となるスキルを訓練し、

伸ばす場になります。

試験問題 1 の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたら

します。

評価
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• 初めて読む作品の抜粋やテクストに対する応答を記録する

• さまざまな文章に対する考察を促す問いを考え、その問いを通して文章を考察する

• 試験問題 1 に必要なスキルのうち苦手なものを特定し、ポートフォリオを利用して

それらのスキルの向上状況を追跡する

• 試験問題 1 のスキルの訓練で使われた文学形式を記録し、試験問題 1 で出題される

可能性のあるすべての文学形式を学んだかどうかを確認し、それぞれの文学形式の

難易度を判断する

• 継続的に行っている試験問題 1 の練習の結果を一番最初のものと比較し、試験問題

に対する全体的なパフォーマンスの向上状況をモニターする

試験問題 2：比較小論文
試験時間：1 時間 45 分

配点比率：35％

試験問題 2 は、4つの一般的な設問から成り、コースで学習した 2つの作品について比較

小論文を書きます。これらの設問のうち 1 つのみに解答します。

試験問題 2 の形式と 4 つの設問は、SL と HL で共通しており、また「言語 A：文学」と

「言語 A：言語と文学」でも共通です。評価規準も、上記 2 つのレベルおよび 2 つのコース

で共用されます。

小論文は、試験の条件にしたがって、学習した作品を持ち込まずに書きます。選択した

設問に関連づけて、学習した 2 つの作品を比較・対比します。小論文の論点が選択した設

問に関連しているか、またその設問に解答するために選択した作品が適切かという点が重

要となります。解答の中で該当作品について詳細に言及されているべきですが、作品から

の引用を含めることは期待されていません。

オープンで柔軟性の高いコースの特性から、生徒はあらゆる学習作品を試験問題 2 で使

うことができます。この試験問題への事前準備として、生徒自身で、または教師と相談し

ながら、学習した作品のうち 3 つをあらかじめ選択しておくことが推奨されます。これに

より、試験に際して、小論文の設問とそれに解答するための 2 作品を選択することが容易

となります。

いかなる状況においても、他の評価要素ですでに使用された作品を試験問題 2 で使用す

ることはできません。これは SL と HL 両方の内部評価、および HL の小論文に関しても同

様です。

試験問題は、本資料に記載された評価規準に則って評価されます。試験問題 2 の最高点

は 30 点です。

学習者ポートフォリオと試験問題 2
学習者ポートフォリオは特に評価の対象にはなりません が、生徒が正式な評価の準備を

するための大切なツールです。生徒にとって、試験問題 2 で必要となるスキルを訓練し、

伸ばす場になります。
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試験問題 2 の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたら

します。

• 学習した作品を共通のテーマや問題ごとにグループにまとめ、それらの類似点や相

違点を探究する

• 文学形式の違いに関する認識を養い、このような違いが 1 つのテーマや問題に対す

るそれぞれの作品のアプローチにどう影響するかについての認識を養う

• 実際の試験問題に出題される可能性のあるさまざまな設問に解答するうえで、最も

生産的な作品の組み合わせを考える

• 学習した作品、コースの探究領域、コースの主要概念を結ぶつながりを探究し、作

品を学習する際に使うことのできる複数の視点と、それらにより導かれる小論文の

設問についての認識を深める

• 継続的に行っている試験問題 2 の練習の結果を一番最初のものと比較し、試験問題

に対する全体的なパフォーマンスの向上状況をモニターする

外部評価規準 SL

試験問題 1：設問つき文学分析
SL では、4 つの評価規準があります。

規準 A 理解と解釈 5点

規準 B 分析と評価 5点

規準 C 焦点と構成 5点

規準 D 言語 5点

合計 20 点

規準 A：理解と解釈  
• どの程度テクストに対する理解を示し、テクストに含意される意味から筋道の通っ

た結論を導き出せているか。 

• テクストを参照し、どの程度考えを裏づけているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 テクストで明示されている意味についての理解をほとんど示していな

い。   

テクストの参照はほとんど見られない、またはほとんどが適切でない。 

2 テクストで明示されている意味についての理解をいくらか示してい

る。  

テクストの参照は時おり適切である。 

外部評価

45「言語 A：文学」指導の手引き



配点 レベルの説明

3 テクストで明示されている意味についての理解を示している。テクスト

で暗示されている意味のいくらかは十分に解釈している。 

テクストの参照はおおむね関連性があり、ほとんどが生徒の考えを裏づ

けている。 

4 テクストで明示されている意味についての完全な理解を示している。テ

クストで暗示されている意味の多くを説得力のある方法で解釈してい

る。 

テクストの参照は関連性があり、生徒の考えを裏づけている。 

5 テクストで明示されている意味についての完全かつ鋭敏な理解を示して

いる。テクストが暗に示している大意や微妙なニュアンスを説得力と洞察

力のある方法で解釈している。  

テクストの参照が巧みに選択されており、生徒の考えを効果的に裏づけ

ている。 

規準 B：分析と評価  
• テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成するかについて、どの程度分

析し評価しているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 説明的な解答になっている。テクストの特徴や作者の選択に関連した分

析をほとんど行っていない。 

2 テクストの特徴や作者の選択について適切な分析をいくらか行っている

が、それらは説明的な記述に基づいたものである。  

3 テクストの特徴や作者の選択について、おおむね適切な分析を行ってい

る。 

4 テクストの特徴や作者の選択について、適切かつ時おり洞察力のある分

析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成す

るかについて、優れた評価を行っている。 

5  テクストの特徴や作者の選択について、洞察力と説得力のある分析を行

っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成するかに

ついて、非常に優れた評価を行っている。 
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規準 C：焦点と構成 
• 考えの提示の仕方はどの程度まで構成され、一貫性があるか。またどこまで焦点を

絞っているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 考えの提示において構成がほとんど見られない。分析の焦点として認識

できるものが存在しない。 

2 考えの提示においてある程度構成が見られる。分析の焦点がほとんど絞

られていない。 

3 考えの提示が十分に構成されており、おおむね一貫性がある。分析の焦

点が多少絞られている。 

4 考えの提示がうまく構成されており、大部分において一貫性がある。分

析の焦点を十分に絞っている。 

5 考えの提示が効果的に構成されており、一貫性がある。分析の焦点を明

確に絞っている。 

 

規準 D：言語 
• 言葉遣いはどの程度明確で、多様で、正確か。 

• 言語使用域とスタイルの選択はどの程度適切か（この文脈では、分析に適切な語彙、

語調、構文、専門用語などの要素を生徒が使用することを「言語使用域」と呼ぶ）。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 明確かつ適切な言葉遣いがほとんど見られない。文法、語彙、文の構造

に多数の誤りがあり、言語使用域とスタイルについての意識がほとんど見

られない。 

2 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが時おり見られる。文法、語彙、文

の構造はかなりの部分において正確だが、誤りや矛盾が明らかに存在す

る。言語使用域とスタイルは課題にある程度適切である。 

3 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は、適度なレベルの正確さに達しているが、小さな誤りがいくらか存在す

る。言語使用域とスタイルは大部分において課題に適切である。 
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配点 レベルの説明

4 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は十分なレベルの正確さに達している。言語使用域とスタイルは課題に一

貫して適切である。 

5 非常に明確で効果的、かつ慎重に選択された正確な言葉遣いが見られる。

文法、語彙、文の構造は、高いレベルの正確さに達している。言語使用域

とスタイルは課題に対して効果的かつ適切である。 

 

試験問題 2：比較小論文
SL では、4 つの評価規準があります。

規準 A 知識、理解、解釈 10 点

規準 B 分析と評価 10 点

規準 C 焦点と構成 5点

規準 D 言語 5点

合計 30 点

規準 A：知識、理解、解釈 
• 作品についての知識と理解をどの程度示しているか。  

• 作品についての知識と理解をどの程度利用して、設問で問われている類似点と相違

点についての結論を引き出しているか。 

配点 レベルの説明 

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1-2 設問に関して、作品についての知識と理解をほとんど示していない。  

設問に関して、作品についての意味のある比較・対比をほとんど行って

いない。 

3-4 設問に関して、作品についての知識と理解を多少示している。  

設問に関して、作品の比較・対比を表面的には行おうとしている。 

5-6 設問に関して、作品についての十分な知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味についての解釈を示している。  

設問に関して、作品の類似点と相違点を十分に解釈している。 

7-8 設問に関して、作品についての優れた知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味について持続的な解釈を示している。  
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配点 レベルの説明 

設問に関して、作品の類似点と相違点を説得力のある方法で解釈してい

る。 

9-10 設問に関して、作品についての鋭敏な知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味について説得力のある解釈を示している。  

設問に関して、作品の類似点と相違点を洞察力のある方法で解釈してい

る。 

 

規準 B：分析と評価  
• 言語、技法、スタイルの選択や、作者の幅広い選択がどのように意味を形成するか

について、どの程度分析し評価しているか。

• 分析と評価のスキルをどの程度効果的に使用して、両方の作品を比較・対比してい

るか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1-2 説明的な小論文になっている。テクストの特徴や作者の幅広い選択に関

連のある分析をほとんど行っていない。  

3-4 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、適切な分析をいくらか行

っているが、それらは説明的な記述に基づいたものである。  

選択した作品に見られる作者の選択を表面的に比較・対比している。 

5-6 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、おおむね適切な分析を行

っている。  

選択した作品に見られる作者の選択を十分に比較・対比している。 

7-8 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、適切かつ時おり洞察力の

ある分析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を

形成するかについて、有効な評価を行っている。 

選択した作品に見られる作者の選択を有効に比較・対比している。 

9-10 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、一貫して洞察力と説得力

のある分析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味

に寄与するかについて、非常に有効な評価を行っている。 

選択した作品に見られる作者の選択を非常に有効に比較・対比してい

る。 
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規準 C：焦点と構成 
• 考えを示すにあたって、どの程度うまく構成し、バランスがよいか。焦点を絞って

いるか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 課題にほとんど焦点を絞れていない。考えと考えのつながりがほとんど

存在しない。 

2 課題に時おり焦点を絞れている。作品の取り上げ方はバランスがとれて

いない場合がある。考えの間のつながりはいくらか存在するが、必ずしも

一貫性があるとはいえない。 

3 課題への焦点を保っているが、ところどころに欠けている。作品の取り

上げ方は大部分においてバランスがとれている。考えを発展させる過程は

大部分において論理的である。全体的に一貫性のある方法で考えを結びつ

けている。 

4 課題への焦点を大部分において明確にし持続させている。作品の取り上

げ方は、バランスがとれている。考えを発展させる過程に一貫性があり論

理的である。一貫性のある方法で考えを結びつけている。 

5 課題への焦点を明確にし持続させている。作品の取り上げ方はバランス

がうまくとれている。考えを発展させる過程は論理的で説得力がある。説

得力のある方法で考えを結びつけている。 

 

規準 D：言語 
• 言葉遣いはどの程度明確で、多様で、正確か。 

• 言語使用域とスタイルの選択はどの程度適切か（この文脈では、小論文に適切な語

彙、語調、構文、専門用語などの要素を生徒が使用することを「言語使用域」と呼

ぶ）。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 明確かつ適切な言葉遣いがほとんど見られない。文法、語彙、文の構造

に多数の誤りがあり、言語使用域やスタイルについての意識がほとんど見

られない。 

2 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが時おり見られる。文法、語彙、文

の構造はかなりの部分において正確だが、誤りや矛盾が明らかに存在す

る。言語使用域とスタイルは課題にある程度適切である。 
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配点 レベルの説明

3 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は適度なレベルの正確さに達しているが、小さな誤りが多少存在する。言

語使用域とスタイルは大部分において課題に適切である。 

4 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は十分なレベルの正確さに達している。言語使用域とスタイルは課題に一

貫して適切である。 

5 非常に明確で効果的、かつ慎重に選択された正確な言葉遣いが見られる。

文法、語彙、文の構造は、高いレベルの正確さに達している。言語使用域

とスタイルは課題に対して効果的かつ適切である。 

 

外部評価の詳細：SSST ― SL
SSST の履修生が作成する評価課題は、すべて外部評価の対象となります。

試験問題 1 と 2 は、学校で授業を受講している生徒の試験問題と同様のものになります。

各評価要素の配点、評価規準および採点についても学校で授業を受講している生徒の場合

と同様です。

個人口述（SSST 用）は外部評価されます。

個人口述（SSST 用）
SSST 履修生向けの個人口述の準備と基本的な手順は、学校で授業を受講している生徒の

場合と同様です。ただし、SSST 履修生の口述評価では、教師が質問することはありませ

ん。その分の時間は、SSST 履修生が個人口述を作成する時間に充てられます。したがっ

て、この要素は履修生による 15 分の個人口述のみで構成されます。

外部評価の詳細 ― HL

試験問題 1：設問つき文学分析
試験時間：2 時間 15 分

配点比率：35％

試験問題 1 には、初めて読む課題文が 2 つ含まれており、それぞれについて個別に設問

に対する分析を書くよう指示されます。ここでいう「設問に対する分析」とは、課題文の

技法や形式に関わる点について検討するよう求める考察を促す問いに基づいて、課題文を

探究することです。課題文は、PRL に記載されている 4 つの文学形式のうち、どの形式か

ら選択してもかまいません。それぞれの課題文は、異なる文学形式から出題されます。

分析の対象となる課題文は、それ自体完結した作品である場合と、長い作品からの抜粋

である場合があります。PRL に記載されている作家の作品や、授業で学習している可能性

のある作品が課題文にならないよう考慮されています。
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それぞれの課題文には、技法または形式に関わる重要な要素に関し、考察を促す問いが 1

つ与えられています。その要素はテクストへの興味深い切り口となるでしょう。この設問

への解答は必須ではありませんが、課題文の特定の部分に焦点をあてて分析を行うよう求

められていることに留意しなければなりません。そのような焦点を引き出すため、テクス

トの中で自身が重要だと感じる技法や形式に関わる他の要素に関して、別の切り口を提案

してもかまいません。

評価規準は SL と HL で共通のものを使用します。配点は各問 20 点です。試験問題 1 の最

高点は 40 点です。

学習者ポートフォリオと試験問題 1
学習者ポートフォリオは特別に評価されませんが、生徒が正式な評価の準備をするため

の大切なツールです。生徒にとって、試験問題 1 で必要となるスキルを訓練し、伸ばす場

になります。

試験問題 1 の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたら

します。

• 初めて読む作品の抜粋やテクストに対する応答を記録する

• さまざまな文章に対する考察を促す問いを考え、その問いを通して文章にアプロー

チする

• 試験問題 1 に必要なスキルのうち苦手なものを特定し、ポートフォリオを利用して

それらのスキルの向上状況を追跡する

• 試験問題 1 のスキルの練習で使われた文学形式を記録し、試験問題 1 で出題される

可能性のあるすべての形式を学んだかどうかを確認し、それぞれの形式の難易度を

判断する

• 継続的に行っている試験問題 1 の練習の結果を一番最初のものと比較し、試験問題

に対する全体的なパフォーマンスの向上状況をモニターする

試験問題 2：比較小論文
試験時間：1 時間 45 分

配点比重：25％

試験問題 2 は、4 つの一般的な設問から成り、コースで学習した 2 つの作品について比較

小論文を書きます。生徒は、これらの設問のうち 1 つのみに解答します。

試験問題 2 の形式と 4 つの設問は、SL と HL で共通しており、また「言語 A：文学」と

「言語 A：言語と文学」でも共通です。評価規準も、上記 2 つのレベルおよび 2 つのコース

で共用されます。

小論文は、試験の条件にしたがって、学習した作品を持ち込まずに書きます。選択した

設問に関連づけて、学習した 2 つの作品を比較・対比します。小論文の論点が選択した設

問に関連しているか、またその設問に解答するために選択した作品が適切かという点が重

要となります。解答の中で該当作品について詳細に言及されているべきですが、作品から

の引用を含めることは期待されていません。
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オープンで柔軟性の高いコースの特性から、生徒はあらゆる学習作品を試験問題 2 で使

うことができます。この試験問題への事前準備として、生徒自身で、または教師と相談し

ながら、学習した作品のうち 3 つをあらかじめ選択しておくことが推奨されます。これに

より、試験に際して、小論文の設問とそれに解答するための 2 作品を選択することが容易

となります。

いかなる状況においても、他の評価要素ですでに使用された作品を試験問題 2 で使用す

ることはできません。これは SL と HL 両方の内部評価、および HL の小論文に関しても同

様です。

試験問題は、本資料に記載された評価規準に則って評価されます。試験問題 2 の最高点

は 30 点です。

学習者ポートフォリオと試験問題 2
学習者ポートフォリオは特に評価の対象にはなりませんが、生徒が正式な評価の準備を

するための大切なツールです。生徒にとって、試験問題 2 で必要となるスキルを訓練し、

伸ばす場になります。

試験問題 2 の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたら

します。

• 学習した作品を共通のテーマや問題ごとにグループにまとめ、それらの類似点や相

違点を探究する

• 文学形式の違いに関する認識を養い、このような違いが 1 つのテーマや問題に対す

るそれぞれの作品のアプローチにどう影響するかについての認識を養う

• 実際の試験問題に出題される可能性のあるさまざまな設問に解答するうえで、最も

生産的な作品の組み合わせを考える

• 学習した作品、コースの探究領域、コースの主要概念を結ぶつながりを探究し、作

品を学習する際に使うことのできる複数の視点と、それらにより導かれる小論文の

設問についての認識を深める

• 継続的に行っている試験問題 2 の練習の結果を一番最初のものと比較し、試験問題

に対する全体的なパフォーマンスの向上状況をモニターする

HL 小論文
配点比率：20％

課題の性質
HL では、授業で学習した作品に関連し自分で選択した探究の道筋について、1200 から

1500 語（日本語の場合は 2400 字から 3000 字）の正式な小論文を書きます。

HL の小論文は、文学のトピックを長期間にわたり研究し、計画、下書き、修正を行う過

程を通して自らの考えに磨きをかけることにより、他者に依存せず批判的で創造的な読

者、考える人、そして作者となる機会を生徒に与えます。この小論文で、焦点を絞った分

析的主張をし、広く文学的観点から作品を探究します。また、引用や文献参照を行うなど

学術的小論文の正式な枠組みに従うことが求められます。
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課題の説明
HL 小論文は学習者ポートフォリオで行ってきた探究に基づくものです。この探究の過程

で、さまざまな観点から多くの作品について研究します。小論文の下書きに入る前の準備

段階で、どの作品に焦点をあてて探究を深めるか、そしてその作品に関連してどのトピッ

クについて書くかを決定します。トピックを決めるにあたり、コースの指針となる 7 つの

主要概念と照らし合わせることもできます。クラスですでに学習した作品を選択すること

はできますが、内部評価で使用した作品と試験問題 2 で使用する予定の作品は選択できま

せん。

作品の選択
小論文のための作品とトピックを自ら選択しなければなりませんが、この過程において

教師と相談することが非常に重要です。文学テクストや作品を選択する際は、きちんと膨

らみがあり、焦点の絞られた、分析的な議論を可能にするため、内容に十分な深みのある

ものを選択するよう留意してください。

短編集、詩集、歌の歌詞集や、その他短い文学テクストの場合は、その作品の中から焦

点となる 1 つの文学テクストを選択することもできます。ただし、生徒も教師も、この評

価が狭義のスタイルの評論ではなく、広義の文学研究であることを忘れてはなりません。

そのため、作品から複数の文学テクストを使用する必要性が出てくる場合もあります。こ

の場合生徒は、その作品の作家による、授業で学習していないテクストを探究することも

できます。ただしこれは、かかるテクストのうち少なくともひとつを授業で取り扱ってい

ることを前提とします。

トピックの決定
選択したトピックは、小論文に広く文学的焦点をあてたものでなければなりません。こ

れを実践するにあたり、小論文のトピックを考え出したり決定したりする出発点として、

コースの 7 つの主要概念が役立ちます。この 7 つの概念のどれかに小論文を結びつける必

要はなく、評価規準でも求められていませんが、7 つの概念のいずれかを念頭に置くこと

で考えや論点をまとめながらトピックを考えるきっかけになります。ここで 7 つの概念を

課題に関連させながら簡単に紹介します。さらに詳しい具体例は「言語 A」TSM に示され

ています。

アイデンティティー

作品中の特定の登場人物または登場人物のグループのアイデンティティーがどのように

表現されているか、また作品が作者のアイデンティティーにどのように関わるかについて

関心をもつ。

文化

ある特定の場所、組織、グループの文化がどのように表現されているか、あるいは作品

自体が特定の文化にどのように関わっているかに関心をもつ。

創造性
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個人あるいは集団の創造性、あるいは創造性の欠如が作品中でどのように表現されてい

るかについて、また作品が作者の創造性をどのように表現するかについて関心をもつ。

コミュニケーション

コミュニケーションという行為、あるいはミスコミュニケーションが作品の中でどのよ

うに表現されているか、また作品自体がコミュニケーションという行為をどのように表現

しているかについて関心をもつ。

変換

変換または変換という行為が作品の中でどのように表現されているか、また作品自体が

他の作品から変換され（テクスト間の言及を通して）、あるいは現実から変換される（読

者のアイデンティティー、関係性、目標、価値観、信念への変換的影響を通して）ことに

関心をもつ。

観点

作品の中に登場するある特定の観点や複数の観点、作品自体が作者の観点をどのように

表現しているかについて関心をもつ。

表現

作品自体がさまざまなテーマや態度、概念を表現する方法、または文学が実際に現実を

どこまで表現できるかについて関心をもつ。

学習者ポートフォリオと HL 小論文
学習者ポートフォリオは特別に評価されませんが、生徒が正式な評価の準備をするため

の大切なツールです。生徒が作品を学習する際に自立した思考を育むための土台となり、

作品への応答が文化的価値、アイデンティティー、関係性、さまざまなトピックにまたが

る問題を探る方法について振り返るものです。

HL 小論文の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたらし

ます。

• 今までに読んだ各作品が、コースの 7 つの主要概念にどう関わるかについて振り返

る

• 今までに読んだそれぞれの作品に関するテーマや問題について記録する

• 学習した作品の鍵となるテクストが、作品のテーマや問題においてどの程度の重要

性をもつかを探究する

• 選択したトピックと関わる思考や計画の発展をたどる

• 小論文で使用したい参照先や、考え、引用文、二次文献を記録する

• HL 小論文に取り組むにあたり、学習者として個人的に難しかった部分について振り

返る

指導と「生徒本人が取り組んだものであること」の認証
教師は、トピックの選択から論文の提出まで、HL 小論文の作成過程全体を通して生徒を

指導します。執筆途中ではモニタリングとアドバイスを行い、計画にフィードバックを
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し、それぞれ期限を設定し生徒が計画通り進行するように支援します。この過程の始めの

部分で生徒を支援し導くことの大切さはいうまでもありません。

また同時に、生徒の自律性も大事です。教師は作品やトピックに関して指示してはなり

ませんが、アイデアが適切かどうかアドバイスをしたり、明確にするために生徒に質問し

たりいｋ、探究ができる方向性を示唆したり、アプローチの軌道修正をしたりします。

教師は評価用に提出する前に、小論文が生徒自身の作品であることを確認し、学問的誠

実性に関するのあらゆる懸念を解消してください。。学問的誠実性が重要であること、特

に作品は自分のものでなければならず、他者のアイデアはきちんと明記しなければならな

いことを、教師の責任において生徒に確実に理解させてください。外部評価されるこの小

論文が、すべて生徒自身の作品でなければならないことを確実に理解させてください。

教師は生徒の作品に対して定期的にフィードバックをしますが、直接編集したり訂正し

たりしてはなりません。生徒の執筆が終盤にさしかかったら、教師は、作品をどう改善で

きるかについて、最初の草稿にアドバイスをすることができます。草稿の余白にコメント

を記入するなどしてください。これらのコメントを質問やプロンプト（発問）の形にする

ことで、さらなる振り返りや改善をもたらすことができます。いかなる場合にも、教師が

草稿を編集したり書き直したりしてはなりません。この最初の草稿の次に提出されるのが

最終稿となります。

生徒は作品のより広い議論を支えるため参考資料を使い、主要な参照先を詳しく記さな

ければなりません。二次文献の使用は必須ではありません。使用した参考文献は適切に引

用先を明記しなければなりません。小論文は生徒自身の作品で、IB の学問的誠実性のポリ

シーにのっとったものでなければなりません。

HL 小論文と教師の役割についての詳しいガイドラインは、「言語 A」TSM を参考にしてく

ださい。

外部評価規準 ― HL
すべての評価課題について生徒を評価するために、評価規準が使用されます。評価規準

は本資料に記載されています。すべての共通要素において、SL と HL の評価規準は同じで

す。

HL における外部評価規準の概要は以下のとおりです。

試験問題 1：設問つき文学分析
HL では、以下の 4 つの評価規準があり、それぞれの答えに対し個別に適用されます。

規準 A 理解と解釈 5点

規準 B 分析と評価 5点

規準 C 焦点と構成 5点

規準 D 言語 5点

合計 20 点
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 規準 A：理解と解釈  
• どの程度テクストに対する理解を示し、テクストに含意される意味から筋道の通っ

た結論を導き出せているか。 

• テクストを参照し、どの程度考えを裏づけているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 テクストで明示されている意味についての理解をほとんど示していな

い。   

テクストの参照はほとんど見られない、またはほとんどが適切でない。 

2 テクストで明示されている意味についての理解をいくらか示してい

る。  

テクストの参照は時おり適切である。 

3 テクストで明示されている意味についての理解を示している。テクスト

で暗示されている意味のいくらかは十分に解釈している。 

テクストの参照はおおむね関連性があり、ほとんどが生徒の考えを裏づ

けている。 

4 テクストで明示されている意味についての完全な理解を示している。テ

クストで暗示されている意味の多くを説得力のある方法で解釈してい

る。 

テクストの参照は関連性があり、生徒の考えを裏づけている。 

5 テクストで明示されている意味についての完全かつ鋭敏な理解を示して

いる。テクストが暗に示している大意や微妙なニュアンスを説得力と洞察

力のある方法で解釈している。  

テクストの参照が巧みに選択されており、生徒の考えを効果的に裏づけ

ている。 

規準 B：分析と評価  
• テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成するかについて、どの程度分

析し評価しているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 説明的な解答になっている。テクストの特徴や作者の選択に関連した分

析をほとんど行っていない。 
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配点 レベルの説明

2 テクストの特徴や作者の選択について適切な分析をいくらか行っている

が、それらは説明的な記述に基づいたものである。  

3 テクストの特徴や作者の選択について、おおむね適切な分析を行ってい

る。 

4 テクストの特徴や作者の選択について、適切かつ時おり洞察力のある分

析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成す

るかについて、良い評価を行っている。 

5  テクストの特徴や作者の選択について、洞察力と説得力のある分析を行

っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を形成するかに

ついて、非常に有効な評価を行っている。 

  規準 C：焦点と構成 
• 考えの提示の仕方はどの程度効果的に構成され、一貫性があるか。またどこまで焦

点を絞っているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 考えの提示において構成がほとんど見られない。分析の焦点として認識

できるものが存在しない。 

2 考えの提示においてある程度構成が見られる。分析の焦点がほとんど絞

られていない。 

3 考えの提示が十分に構成されており、おおむね一貫性がある。分析の焦

点が多少絞られている。 

4 考えの提示がうまく構成されており、大部分において一貫性がある。分

析の焦点を十分に絞っている。 

5 考えの提示が効果的に構成されており、一貫性がある。分析の焦点を明

確に絞っている。 

 

規準 D：言語 
• 言葉遣いはどの程度明確で、多様で、正確か。 

• 言語使用域とスタイルの選択はどの程度適切か（この文脈では、分析に適切な語彙、

語調、構文、専門用語などの要素を生徒が使用することを「言語使用域」と呼ぶ）。 
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配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 明確かつ適切な言葉遣いがほとんど見られない。文法、語彙、文の構造

に多数の誤りがあり、言語使用域とスタイルについての意識がほとんど見

られない。 

2 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが時おり見られる。文法、語彙、文

の構造はかなりの部分において正確だが、誤りや矛盾が明らかに存在す

る。言語使用域とスタイルは課題にある程度適切である。 

3 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は、適度なレベルの正確さに達しているが、小さな誤りがいくらか存在す

る。言語使用域とスタイルは大部分において課題に適切である。 

4 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は十分なレベルの正確さに達している。言語使用域とスタイルは課題に一

貫して適切である。 

5 非常に明確で効果的、かつ慎重に選択された正確な言葉遣いが見られる。

文法、語彙、文の構造は、高いレベルの正確さに達している。言語使用域

とスタイルは課題に対して効果的かつ適切である。 

 

試験問題 2：比較小論文
HL では、以下の 4 つの評価規準があります。

規準 A 知識、理解、解釈 10 点

規準 B 分析と評価 10 点

規準 C 焦点と構成 5点

規準 D 言語 5点

合計 30 点

規準 A：知識、理解、解釈 
• 作品についての知識と理解をどの程度示しているか。  

• 作品についての知識と理解をどの程度利用して、設問で問われている類似点と相違

点についての結論を引き出しているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 
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配点 レベルの説明

1-2 設問に関して、作品についての知識と理解をほとんど示していない。  

設問に関して、作品についての意味のある比較・対比をほとんど行って

いない。 

3-4 設問に関して、作品についての知識と理解を多少示している。  

設問に関して、作品の比較・対比を表面的には行おうとしている。 

5-6 設問に関して、作品についての十分な知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味についての解釈を示している。  

設問に関して、作品の類似点と相違点を十分に解釈している。 

7-8 設問に関して、作品についての優れた知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味について持続的な解釈を示している。  

設問に関して、作品の類似点と相違点を説得力のある方法で解釈してい

る。 

9-10 設問に関して、作品についての鋭敏な知識と理解を示し、作品に含意さ

れる意味について説得力のある解釈を示している。  

設問に関して、作品の類似点と相違点を洞察力のある方法で解釈してい

る。 

 

規準 B：分析と評価  
• 言語、技法、スタイルの選択や、作者の幅広い選択がどのように意味を形成するか

について、どの程度分析し評価しているか。

• 分析と評価のスキルをどの程度効果的に使用して、両方の作品を比較・対比してい

るか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1-2 説明的な小論文になっている。テクストの特徴や作者の幅広い選択に関

連のある分析をほとんど行っていない。  

3-4 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、適切な分析をいくらか行

っているが、それらは説明的な記述に基づいたものである。  

選択した作品に見られる作者の選択を表面的に比較・対比している。 

5-6 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、おおむね適切な分析を行

っている。  

選択した作品に見られる作者の選択を十分に比較・対比している。 

外部評価

60 「言語 A：文学」指導の手引き



配点 レベルの説明

7-8 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、適切かつ時おり洞察力の

ある分析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味を

形成するかについて、有効な評価を行っている。 

選択した作品に見られる作者の選択を有効に比較・対比している。 

9-10 テクストの特徴や作者の幅広い選択について、一貫して洞察力と説得力

のある分析を行っている。テクストの特徴や作者の選択がどのように意味

に寄与するかについて、非常に有効な評価を行っている。 

選択した作品に見られる作者の選択を非常に有効に比較・対比してい

る。 

 

規準 C：焦点と構成 
• 考えを示すにあたって、どの程度うまく構成し、バランスがよいか。焦点を絞って

いるか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 課題にほとんど焦点を絞れていない。考えと考えのつながりがほとんど

存在しない。 

2 課題に時おり焦点を絞れている。作品の取り上げ方はバランスがとれて

いない場合がある。考えの間のつながりはいくらか存在するが、必ずしも

一貫性があるとはいえない。 

3 課題への焦点を保っているが、ところどころに欠けている。作品の取り

上げ方は大部分においてバランスがとれている。考えを発展させる過程は

大部分において論理的である。全体的に一貫性のある方法で考えを結びつ

けている。 

4 課題への焦点を大部分において明確にし持続させている。作品の取り上

げ方は、バランスがとれている。考えを発展させる過程は論理的である。

一貫性のある方法で考えを結びつけている。 

5 課題への焦点を明確にし持続させている。作品の取り上げ方はバランス

がうまくとれている。考えを発展させる過程は論理的で説得力がある。説

得力のある方法で考えを結びつけている。 
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規準 D：言語 
• 言葉遣いはどの程度明確で、多様で、正確か。 

• 言語使用域とスタイルの選択はどの程度適切か（この文脈では、小論文に適切な語

彙、語調、構文、専門用語などの要素を生徒が使用することを「言語使用域」と呼

ぶ）。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 明確かつ適切な言葉遣いがほとんど見られない。文法、語彙、文の構造

に多数の誤りがあり、言語使用域とスタイルについての意識がほとんど見

られない。 

2 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが時おり見られる。文法、語彙、文

の構造はかなりの部分において正確だが、誤りや矛盾が明らかに存在す

る。言語使用域とスタイルは課題にある程度適切である。 

3 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は適度なレベルの正確さに達しているが、小さな誤りが多少存在する。言

語使用域とスタイルは大部分において課題に適切である。 

4 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造

は十分なレベルの正確さに達している。言語使用域とスタイルは課題に一

貫して適切である。 

5 非常に明確で効果的、かつ慎重に選択された正確な言葉遣いが見られる。

文法、語彙、文の構造は、高いレベルの正確さに達している。言語使用域

とスタイルは課題に対して効果的かつ適切である。 

 

HL 小論文
4 つの評価規準があります。

規準 A 知識、理解、解釈 5点

規準 B 分析と評価 5点

規準 C 焦点、構成、展開 5点

規準 D 言語 5点

合計 20 点

規準 A：知識、理解、解釈 
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• 選択した作品やテクストについての知識と理解をどの程度示しているか。   

• 作品やテクストについての知識と理解をどの程度使用して、選択したトピックに関

する結論を引き出しているか。 

• 作品やテクストを参照し、選択したトピックに関する考えをどの程度裏づけている

か。 

 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 選択したトピックに関して、作品やテクストについての知識と理解をほとん

ど示していない。 

作品やテクストへの参照が少ない、または選択したトピックに対してほとん

どが適切ではない。 

2 選択したトピックに関して、作品やテクストについての知識と理解がある程

度示されている。 

作品やテクストの参照は選択したトピックに時おり適切である。 

3 選択したトピックに関して、作品やテクストについての十分な知識と理解、

および作品やテクストに含意される意味についての解釈を示している。 

作品やテクストの参照は、選択したトピックにおおむね関連性があり、ほと

んどが生徒の考えを裏づけている。 

4 選択したトピックに関して、作品やテクストについての優れた知識と理解、

および作品やテクストに含意される意味についての継続的な解釈を示してい

る。 

作品やテクストの参照は、選択したトピックに関連性があり、生徒の考えを

裏づけている。 

5  選択したトピックに関して、作品やテクストについての非常に優れた知識と

理解、および作品やテクストに含意される意味についての説得力のある解釈を

示している。 

作品やテクストの参照は巧みに選択されており、選択したトピックに関して

生徒の考えを効果的に裏づけている。 

 

 規準 B：分析と評価 
• 言語・技法・スタイルの選択および作者の幅広い選択が選択したトピックに関して

どのように意味を形成するかについて、どの程度分析し評価しているか。 
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配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 説明的な小論文になっている。テクストの特徴と作者の幅広い選択につい

て、選択したトピックに関連のある分析をほとんど行っていない。 

2 テクストの特徴と作者の幅広い選択について、選択したトピックに対して適

切な分析をいくらか行っているが、それらは説明的な記述に基づいたものであ

る。  

3 テクストの特徴と作者の幅広い選択について、選択したトピックに対してお

おむね適切な分析と評価を行っている。

4 テクストの特徴と作者の幅広い選択について、選択したトピックに対して適

切かつ時おり洞察力のある分析と評価を行っている。 

5  テクストの特徴と作者の幅広い選択について、選択したトピックに対して洞

察力と説得力のある分析と評価を一貫して行っている。 

規準 C：焦点、構成、展開 
• 小論文で考えを提示するにあたり、どの程度うまく構成し、焦点を絞り、議論を展

開させているか。 

• 事例をどの程度効果的に小論文に統合させているか。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 構成がほとんど見られない。探究の道筋として認識できるものが存在しな

い。

議論を支えるための事例を文や段落の構造に統合していない。 

2 構成がいくらか見られる。探究の道筋をほとんど展開させていない。  

議論を支えるための事例を文や段落の構造にほとんど統合していない。 

3 小論文を十分に構成していて、全体としては一貫性がある。探究の道筋をい

くらか展開させている。 

議論を支えるための事例を文や段落の構造に時おり統合している。 

4 小論文をうまく構成していて、ほぼ一貫性がある。探究の道筋を十分に展開

させている。 

議論を支えるための事例を大部分において文や段落の構造にうまく統合して

いる。 

5 小論文を効果的に構成していて、一貫性がある。探究の道筋をうまく展開さ

せている。 
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配点 レベルの説明

議論を支えるための事例を文や段落の構造にうまく統合している。 

 

規準 D：言語 
• 言葉遣いはどの程度明確で、多様で、正確か。 

• 言語使用域とスタイルの選択はどの程度適切か（この文脈では、HL 小論文に適切な

語彙、語調、構文、専門用語などの要素を生徒が使用することを「言語使用域」と

呼ぶ）。 

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。 

1 明確かつ適切な言葉遣いがほとんど見られない。文法、語彙、文の構造に多

数の誤りがあり、言語使用域とスタイルについての意識がほとんど見られな

い。 

2 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが時おり見られる。文法、語彙、文の構

造はかなりの部分において正確だが、誤りや矛盾が明らかに存在する。言語

使用域とスタイルは課題にある程度適切である。 

3 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造は適

度なレベルの正確さに達しているが、小さな誤りが多少存在する。言語使用

域とスタイルは大部分において課題に適切である。 

4 明確かつ慎重に選択された言葉遣いが見られる。文法、語彙、文の構造は十

分なレベルの正確さに達している。言語使用域とスタイルは課題に一貫して

適切である。 

5 非常に明確で効果的、かつ慎重に選択された正確な言葉遣いが見られる。文

法、語彙、文の構造は、高いレベルの正確さに達している。言語使用域とス

タイルは課題に対して効果的かつ適切である。 
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内部評価の目的
内部評価はコースを構成する不可欠な要素であり、SL、HL のいずれの生徒にとっても必

須です。内部評価課題では、筆記試験のように制約に左右されることなく、それぞれの興

味を追い求めつつ、知識とスキルの活用を異なる状況で示すことができます。

内部評価を構成する課題は、個人口述という形式をとります。SL と HL 両方の生徒は、グ

ローバルな問題に関する観点がどのように表現されているか分析するため、プロンプトに

答える形で個人口述をします。2 つの異なる作品からの 2 つの抜粋を使いますが、うち 1

つは学習している言語で書かれた原書、もう 1つは翻訳作品である必要があります。

内部評価は、できるかぎり通常授業の指導に組み込まれるべきです。このため内部評価

は、グローバルな問題がどのように表現されているかについて、生徒が学習者ポートフォ

リオの中で自らの学習、分析、探究を振り返ることにかかっています。

指導と「生徒本人が取り組んだものであること」の認証
内部評価のために提出される個人口述は、生徒自身が取り組んだものでなければなりま

せん。ただし、教師からの支援を受けずに生徒がトピックを決め、内部評価の課題に取り

組むという意味ではありません。生徒が内部評価課題を計画する段階と、実際に取り組む

段階で、教師は重要な役割を果たします。教師は、責任をもって、以下の項目を生徒にし

っかりと理解させるようにしてください。

• 個人口述の要件

• 学問的誠実性の基準

• 評価規準

教師と生徒は、内部評価課題について話し合わなければなりません。率先して教師に相

談し、アドバイスや情報を得るよう、教師は生徒に働きかけてください。また、生徒が指

導を求めたことで減点してはなりません。学習プロセスの一環として、教師は、個人口述

の準備に最善の方法をアドバイスすべきです。これには、生徒自らが選んだグローバルな

問題に取り組むうえで焦点となる 2 つの作品をどう選択するか、また、選択したグローバ

ルな問題が 2 つの作品に対して適切かどうか、などが含まれます。生徒が内部評価に使用

するものとは別の作品やグローバルな問題を使って、個人口述の練習をすることもできま

す。これらの練習に基づき、評価規準を満たすためにさらなる改善が必要な箇所について

フィードバックを与えます。口述の準備が終盤に差し掛かってきたら、生徒が準備したア

ウトラインについてフィードバックを与えることはできますが、生徒と実際の口述のリハ

ーサルをすることはできません。

教師には、学問的誠実性に関連する概念、特に課題が本当に生徒本人が取り組んだもの

であること、および知的財産についての基本的な意味と重要性をすべての生徒に確実に理

評価
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解させる責任があります。教師は必ず、すべての評価課題が要件に沿って取り組まれてい

ることを確認しなければなりません。また、内部評価課題が完全に生徒自身によるもので

なければならないことを生徒に対して明確に説明しなければなりません。

モデレーションや評価のために IB に提出されるすべての学習成果物は教師により認証さ

れたものでなければなりません。また学問的不正行為の疑いがあるものや、不正行為が確

認されたいかなる成果物も提出してはなりません。生徒はそれぞれ、学習成果物が自分自

身のものであることを正式に認める必要があります。学校が指定する時期に口述が実施さ

れたら、やり直すことはできません。また一度提出された口述を撤回することはできませ

ん。生徒本人が取り組んだものであることの確認は、モデレーションのために IB に提出

するサンプルの成果物だけでなく、すべての生徒の成果物に必要です。詳細は、IB 資料

『Academic honesty in the IB educational context（IB 教育の文脈における学問的誠実

性）』『DP：原則から実践へ』、『一般規則：ディプロマプログラム』の関連セクションを参

照してください。, 

生徒本人が取り組んだものであるかどうかは、生徒と課題の内容について話し合うこと

に加え、次の項目のうち 1つまたは複数について精査することによって確認します。

• 生徒の最初の案

• 生徒の通常の成果物の質

内部評価と EE の両方の要件を満たすために、同一の成果物を重複して提出することはで

きません。内部評価に使用される作品は、他の評価要素で使用されたものと異なるもので

なければなりません。

時間配分
内部評価は、SL では最終評価の 30％、HL では 20％を占めます。この配点比率は、評価

に取り組むのに必要な知識、スキル、および理解力を指導する授業時間、ならびに口述を

実施する時間にも反映されなければなりません。

個人口述の実施においては以下の時間が必要です。

• 教師が生徒に内部評価の要件を説明する時間

• 学問的誠実性の書類を見直す時間

• 生徒が内部評価の課題に取り組み、質問をする時間

• 教師と生徒が話し合う時間

• 進捗状況を振り返り、モニターし、生徒本人が取り組んだ成果物であることを確認

する時間

• 口述を実施し、すべての書類を提出する時間

要件および推奨事項
個人口述は必ず「言語 A」の学習している言語で行われなければなりません。個人口述の

手順と特性、ならびに生徒と教師の口頭でのやりとりについては、コースの中で練習を重

ねるべきものです。ただし、生徒は個人口述を暗記するべきではありません。暗記をする

と話者と聞き手の間に距離ができ、効果的で説得力のある口述にはなりません。
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各生徒の個人口述を録音してください。ファイルは質の高いものにしてください。録音

は IB 資料『ディプロマプログラム（DP）における評価の手順』に定められた方法で保存

します。モデレーションのために選ばれた内部評価のサンプルは、音声ファイルとして提

出しなければなりません。

内部評価への評価規準の適用
内部評価には、多くの評価規準が設けられています。各評価規準には、到達レベルを説

明する「レベルの説明」と、それに対応する点数が示されています。「レベルの説明」で

は、達成できた成果に注目しますが、到達度の低いレベルでは、最低要件を達成できなか

ったという記述が含まれていることもあります。

教師が SL および HL の内部評価課題を採点する際は、評価規準の「レベルの説明」に照

らし合わせて判断します。

• 評価規準は、SL と HL に共通です。

• ベストフィットモデルの考え方に基づき、「レベルの説明」から、生徒の到達レベル

を最も適切に示す説明を見つけます。学習成果物に見られる到達度が複数のレベル

の複数の要素にあてはまる場合は調整する、というのがベストフィットアプローチ

の考え方です。与えられる点数は、規準に照らし合わせた場合に、到達レベルのバ

ランスをもっとも公正に反映するものでなければなりません。「レベルの説明」に記

載されたすべての点を満たしていなくても、その評点を与えることができます。

• 生徒の学習成果物を評価する際、教師は、各規準の「レベルの説明」を順番に読ん

でいき、その成果物のレベルを最も適切に表している説明に行きあたるまで読み進

みます。成果物が 2 つのレベルの間にあると思われる場合は、その 2 つの「レベル

の説明」をもう一度読み直し、適切な方を選びます。

• 1 つのレベル内に 2 つの評点の可能性が与えられている場合は、成果物がその「レ

ベルの説明」に含まれている特徴を広く満たしており、もうひとつ上のレベルに近

い到達度であれば、高いほうの評点を付与します。成果物がその「レベルの説明」

に含まれている特徴をあまり満たしておらず、もうひとつ下のレベルに近い到達度

である場合は、低いほうの評点を付与します。

• 評点は整数のみを使用します。部分点（分数や小数）を用いた点数は認められませ

ん。

• 教師は合格・不合格の線引きをするような考え方をせずに、各評価規準において、

学習成果物を最も適切に表すレベルを判別することに専念してください。

• 「レベルの説明」にある最上位レベルは、欠点のない完璧な学習成果を意味するもの

ではありません。「言語 A：文学」の生徒であれば達成可能なレベルです。成果物が

最上位の「レベルの説明」にあてはまるのであれば、躊躇せず最高点をつけるべき

です。

• ある規準で高いレベルに到達した生徒が、他の規準でも高いレベルに到達するとは

かぎりません。同様に、ある規準で到達レベルの低かった生徒が、他の規準でも到
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達レベルが低いとはかぎりません。生徒の全体的な評価をもとにある特定の点数を

その生徒の得点として想定してはなりません。

• 教師は、生徒に評価規準を公開し、規準について確実に理解させます。

内部評価の詳細 ― SL・HL

個人口述
所要時間：15 分（生徒による口述：10 分、教師からの質問：5 分）

配点比率：SL では 30％、HL では 20％

課題の性質
個人口述では、次のプロンプトを投げかけます。

自分で選んだグローバルな問題が、学習した 2 つの作品の内容と形式を通してどのよう

に表現されているか分析しなさい。

課題の説明
個人口述は学習者ポートフォリオで生徒が行ってきた研究に基づくものです。この探究

の過程で、一連の作品と多くのグローバルな問題について学びます。個人口述に取り組む

段階で、課題の中で探究するグローバルな問題および作品を決定しなければなりません。

作品は 2 つ選ぶ必要があります。1 つは「言語 A」で学習している言語で書かれた原書で

あり、もう 1 つは翻訳作品でなければなりません。それぞれの作品から、グローバルな問

題の存在を表す 40 行以内の抜粋を選択します。抜粋が、行数によって分量を表すことが

適切ではない形式の場合、時間内に深みのある議論ができるだけの分量のテキストを使用

してください。

作品と抜粋の選択
選択した作品は、グローバルな問題と明らかな関連性がなければなりません。個人口述

は、作品がグローバルな問題を表現し探究する方法について、十分に裏づけされた議論を

展開するものです。生徒は 2 つの作品から 1 つずつ、計 2 つの抜粋を選択します。抜粋は

グローバルな問題に焦点があてられた場面を明確に示すものでなければなりません。抜粋

は通常 40 行以内とし、扱えるだけの分量を分析の素材に選んでください。生徒は、注釈

や書き込みなどのない抜粋を議論を支える材料として個人口述に持ち込みます。そのた

め、抜粋が長すぎてしまうと、作品全体を効果的に論じることが難しくなります。もちろ

ん、抜粋ではなく、ひとつの作品（詩一篇など）を選択してもかまいません。

長い学習作品の一部である文学テクスト（短編小説など）から抜粋を選択した場合や、

学習作品から完結したテクスト（詩など）を抜粋した場合、個人口述の中で、広範な作品

全体に関連する点について議論がなされるべきです。

抜粋の目的は、生徒が口述に集中できるようにし、引用を暗記する必要を無くし、より

詳細な問題、例えばグローバルな問題を提示するために作者が用いたスタイル、特定のツ

ール、その他の技法を探究できるようにすることです。抜粋は、その抜粋と作品全体との
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関連性への生徒の理解を示し、グローバルな問題に関する観点を形づくるために作者が選

んだ大小の選択肢について触れることができるよう、選択するべきです。

グローバルな問題を決定する
グローバルな問題は、次の 3つの特徴を備えています。

• 広範な規模で重要性をもつ

• 国境をこえて存在する

• 地域の日々の生活に影響を及ぼす

口述の焦点となるグローバルな問題を決定するための手引きとして、次の探究領域から 1

つ以上の領域を検討することができます。ただし、これらのトピックがすべてというわけ

ではではなく、生徒がアイデアを考案し、個人口述の基礎となる特定のグローバルな問題

につなげるきっかけとなるものです。また、領域間に大幅な重複がある可能性があること

に留意してください。

文化、アイデンティティー、コミュニティー

作品が家族、階級、人種、民族、国籍、宗教、ジェンダーとセクシュアリティーの観点

をいかに探究しているか、そしてこれらが個人と社会に与える影響に焦点をあてる。ま

た、移民、植民地主義、ナショナリズムにまつわる問題に焦点をあてる。

信念、価値観、教育

作品が特定の社会で培われた信念や価値観をいかに探究しているか、またそれらが個人、

コミュニティー、教育システムをいかに形づくるかという点に焦点をあてる。信念や価値

観、倫理観が衝突した時に生まれる緊張状態についても探究する。

政治、権力、正義

作品が権利と責任、政府や組織の機能や構造という観点をいかに探究しているかという

点に焦点をあてる。権力のヒエラルキー、富と資源の分配、正義と法の限界、平等と不平

等、人権、平和と紛争についても研究する。

芸術、創造性、想像力

作品が美的インスピレーション、創造、工夫、美という観点をいかに探究しているかと

いう点に焦点をあてる。また、芸術を通した認識の形成や問いかけ、社会における芸術の

機能、価値、効果についても焦点をあてる。

科学、テクノロジー、環境

人間と環境の関係性について、またテクノロジーとメディアが社会にもたらす影響につ

いて、作品がどのように探究しているかという点に焦点をあてる。科学の発展や進歩とい

う考え方についても考察する。

口述のためのグローバルな問題を選ぶにあたり、生徒は上記のさまざまな探究領域から

ただ選ぶだけではなく（探究領域はあまりに広範囲です）、10 分間の口述で展開するにふ

さわしい議論のトピックを決定する必要があります。グローバルな問題として考えられる

問題は、広範な規模で重要性をもち、国境をこえて存在するものであり、地域の日々の生

活に影響を及ぼしているものでなければなりません。また、グローバルな問題が選択した

抜粋や作品の中で明確に示されていなければなりません。
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例えば「文化、アイデンティティー、コミュニティー」の分野において、「ジェンダー」

というテーマはあまりにも範囲が広く、個人口述には適切ではないかもしれません。その

代わり、このテーマに関心のある生徒は、性別ごとの偏見が複数の異なる文脈においてど

のように現れるか、この偏見がどのようにして多岐にわたる作品においてさまざまな方法

で裏づけられるのか、作者の選択によって「性別ごとの偏見」の意味がどう表現される

か、この偏見は肯定的に捉えるべきか否定的に捉えるべきかについて探究し、作者の選択

と、それがさまざまな読者や視聴者の理解にどう影響するかを評価することができます。

口述自体は、選択した 2 つの作品に関連のあるグローバルな問題の観点のみを扱います。

口述では、バランスのとれたアプローチを用いて、両方の作品を同程度取り上げるように

します。したがって、議論に同等の重みをもつ素材を提供できる抜粋あるいは作品を選ぶ

ことが大切です。

学習者ポートフォリオと個人口述
学習者ポートフォリオは特に評価の対象にはなりませんが、生徒がグローバルな問題に

ついて作品の探究と振り返りをする重要な場です。

個人口述の準備に関連して、学習者ポートフォリオは生徒に次のような機会をもたらし

ます。

• 今までに読んだそれぞれの作品に関するさまざまなグローバルな問題について記録

する。

• 取り扱われている共通のグローバルな問題に基づいて、異なる作品間に存在するつ

ながりを探る。

• 形式と内容を通して、学習した作品の鍵となる文章が、1 つのグローバルな問題に

ついてどのように類似した、あるいは異なる見解を示すかを探る。

• グローバルな問題に関する思考と計画の発展、およびその文化的価値や定義、学習

した作品への応用が探究を通してたどった変化の道筋を記録する。

• 内部評価に取り組むにあたり、学習者として個人的に難しい部分について振り返る。

個人口述の実施

生徒は評価の直前まで学習に使われた中から作品を選ぶことができます。個人口述に選

んだテクストは、他のいかなる評価課題にも使用することはできません。生徒は自分で口

述のトピックを選択します。教師は、生徒がグローバルな問題の候補や関連した作品・テ

クストを選び、また抜粋を効果的に選ぶよう観察と指導を行いますが、生徒に対しトピッ

クを提案したり、すべきことを指示したりしてはなりません。教師は準備にあたって生徒

を支援するという重要な役割を担ってはいるものの、この口述は生徒が自ら考え作り上げ

る必要があります。

口述は、コースで学習する作品のうち過半数を学習した後であれば、いつ実施してもか

まいません（例えば、HL では 13 作品中 7 作品が終わった時点、SL では 9 作品中 5 作品が

終わった時点）。口述で使用されるすべての作品は、コース指導の一環として取り上げら

れる必要があります。口述は第 1 年次の最終段階か、第 2 年次の最初の時期に実施される

のが望ましいでしょう。
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口述の場所と時間は教師が決めます。教師はすべての口述を 1 日で実施してもかまいま

せんし、数日かけて実施することもできます。口述の実施時期については、十分な余裕を

持って生徒に通知しなければなりません。

生徒が口述のアウトラインを作成するために使う用紙が、学校に配布されます。生徒は

事前にアウトラインを作成し、口述の際に活用することができます。ただし、このアウト

ラインを原稿として読み上げることはできません。この用紙には、要点を最大 10 点まで

箇条書きで記入でき、口述の構成に役立てることができます。それぞれの要点は長くなり

すぎないようにします。学校は、結果が出るまでアウトラインの用紙をすべて保存してお

かなければなりません。生徒本人が取り組んだものであるかどうか判断するため、用紙を

IB に提出するよう求められる場合があります。

教師は、個人口述の評価実施日の少なくとも 1 週間前までに、生徒が選んだ抜粋のコピ

ーを集め承認します。また教師は評価の際には、手元に抜粋のコピーを用意し、ふさわし

い質問ができるようにします。

抜粋は注意書きなど書き込みのないものでなければならず、生徒が個人口述の場に持ち

込めるのは、抜粋とアウトラインのみです。

個人口述は生徒と教師の間で実施されます。教師は、抜粋やテクストに関する生徒の知

識と理解、そして選んだグローバルな問題に関する作者の選択についての分析をさらに掘

り下げるような質問をします。あまり自信のない生徒の場合は、裏づけのない主張や不十

分な主張をさらに詳しく述べる機会を与えなければなりません。

個人口述は 10 分間で、そのあとに教師からの質問が 5分間あります。

個人口述は内部評価し、外部で IB がモデレーションを行います。モデレーションには口

述を録音したものおよび関連する抜粋が必要となります。このため、すべての資料と録音

を間違いなく回収し保存しなければなりません。録音のため、静かな環境を提供できるよ

う配慮してください。

内部評価規準
4 つの評価規準があります。

規準 A 知識、理解、解釈 10 点

規準 B 分析と評価 10 点

規準 C 焦点と構成 10 点

規準 D 言語 10 点

合計 40 点

規準 A：知識、理解、解釈
• 抜粋部分およびその出典である作品やテクストについての知識と理解をどの程度示

しているか。
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• 抜粋部分および作品やテクストについての知識と理解をどの程度使用して、グロー

バルな問題に関する結論を引き出しているか。

• 抜粋部分および作品やテクストを参照し、どの程度考えを裏づけているか。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。

1-2 グローバルな問題に関して、抜粋部分および作品やテクストについての知識

と理解をほとんど示していない。

抜粋部分および作品やテクストの参照はほとんど見られない、またはほとん

どが適切でない。

3-4 グローバルな問題に関して、抜粋部分および作品やテクストについての知識

と理解をある程度示している。

抜粋部分および作品やテクストの参照は時おり適切である。

5-6 グローバルな問題に関して、抜粋部分および作品やテクストについての十分

な知識と理解を示し、含意される意味についての解釈を示している。

抜粋部分および作品やテクストの参照はおおむね関連性があり、ほとんどが

生徒の考えを裏づけている。

7-8 グローバルな問題に関して、抜粋部分および作品やテクストについての優れ

た知識と理解を示し、含意される意味ついての継続的な解釈を示している。

抜粋部分および作品やテクストの参照は関連性があり、生徒の考えを裏づけ

ている。

9-10 グローバルな問題に関して、抜粋部分および作品やテクストについての非常

に優れた知識と理解を示し、含意される意味についての説得力のある解釈を

示している。

抜粋部分および作品やテクストの参照は巧みに選択されており、生徒の考え

を効果的に裏づけている。

規準 B：分析と評価
• グローバルな問題を提示するうえで作者がとった選択について、抜粋部分とその出

典である作品やテクストについての自分の知識および理解をどの程度使用し、分析

および評価を行っているか。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。

1-2 説明的な口述になっている。または、関連性のある分析を行っていない。

作者がとった選択をほとんど特定しておらず、特定しているとしても、グロ

ーバルな問題の提示方法との関係についての理解が乏しい。
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配点 レベルの説明

3-4 関連性のある分析をいくらか行っているが、それらは説明的な記述に基づい

たものである。

作者がとった選択を特定しているが、グローバルな問題の提示方法との関係

についての言及が曖昧だったり、部分的にしか理解できていない。

5-6 全体的に分析に基づく口述になっており、抜粋部分とその出典の作品やテク

ストの評価は大部分において関連性がある。

作者がとった選択を特定し、その選択がグローバルな問題を提示しているこ

とを適度に理解している。

7-8 抜粋部分とその出典の作品やテクストの分析および評価は関連性があり、時

おり洞察力を示している。

作者がとった選択がグローバルな問題を提示するうえでどのように使われて

いるかをよく理解している。

9-10 抜粋部分とその出典の作品やテクストの分析および評価は関連性があり、洞

察力を示している。

作者がとった選択がグローバルな問題を提示するうえでどのように使われて

いるかを、完全に、かつ微妙なニュアンスまで理解している。

規準 C：焦点と構成
• 口述はどの程度構成が考慮され、バランスがとれ、また焦点を絞れているか。

• 考えをどの程度一貫性のある方法で結びつけているか。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。

1-2 課題にほとんど焦点を絞れていない。考えと考えのつながりがほとんど存

在しない。

3-4 課題に時おり焦点を絞れている。抜粋部分およびその出典である作品やテ

クストの取り上げ方はバランスがとれていない場合がある。

考えの間のつながりはいくらか存在するが、必ずしも一貫性があるとはい

えない。

5-6 口述の内容は課題への焦点を保っているが、ところどころに欠けている部

分がある。抜粋部分およびその出典である作品やテクストの取り上げ方は大

部分においてバランスがとれている。

考えを発展させる過程はほぼ論理的である。全体的に一貫性のある方法で

考えを結びつけている。

内部評価
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配点 レベルの説明

7-8 口述の内容は課題への焦点を大部分において明確に持続させている。抜粋

部分およびその出典である作品やテクストの取り上げ方はバランスがとれて

いる。

考えを発展させる過程に一貫性があり論理的である。一貫性のある方法で

効果的に考えを結びつけている。

9-10 口述の内容は課題への焦点を明確に持続させている。抜粋部分およびその

出典である作品やテクストの取り上げ方はバランスがうまくとれている。

考えを発展させる過程は論理的で、説得力がある。説得力のある方法で考

えを結びつけている。

規準 D：言語
• 言葉遣いがどの程度明確、正確、かつ効果的か。

配点 レベルの説明

0 この成果物は以下に記す基準に達していない。

1-2 言葉遣いが明確かつ正確であることはほとんどない。誤りがあり、コミュ

ニケーションに支障があることが多い。語彙と構文は不明確で、不正確な部

分が随所にある。

スタイルの要素（言語使用域、語調、修辞的な技法など）は課題に不適切

で、口述の質を落としている。

3-4 言葉遣いはおおむね明確である。誤りがあり、時おりコミュニケーション

に支障がある。語彙と構文が不明確なことが多く、不正確な部分がある。

スタイルの要素（言語使用域、語調、修辞的な技法など）は、課題に不適

切なことが多く、口述の質を落としている。

5-6 言葉遣いは明確である。誤りはあるがコミュニケーションに支障が出るこ

とはない。語彙と構文は課題に適切だが、単純で繰り返しが多い。

スタイルの要素（言語使用域、語調、修辞的な技法など）は課題に適切

で、口述の質を落としてもいないが高めてもいない。

7-8 言葉遣いは明確かつ正確である。時おり誤りはあるが、コミュニケーショ

ンに支障が出ることはない。語彙と構文の使用は適切で幅広い。

スタイルの要素（言語使用域、語調、修辞的な技法など）は課題に適切

で、口述の質をいくらか高めている。

9-10 言葉遣いは明確、正確、かつ幅広い。時おりの誤りはあるが、コミュニケ

ーションに支障が出ることはない。語彙と構文の使用は幅広く、効果を生み

出している。

内部評価
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配点 レベルの説明

スタイルの要素（言語使用域、語調、修辞的な技法など）は課題に適切

で、口述の質を高めている。

内部評価
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言語コースにおける ATL を通して、生徒はすべての領域における関連スキルを伸ばし、

「学習の仕方を学ぶ」ことができます。教師はさまざまな「指導のアプローチ」を取り入

れることで、ATL を指導することができます。生徒の ATL は実践をへて改善し、段階的に

向上していきます。

ATL は生徒がどのように学んでいるかを振り返り、明確にするための共通の枠組みとなり

ます。これにより生徒は、効果的な学習と、卒業後の人生での成功に向けた土台を作るこ

とができます。このため言語の学習は、「IB の学習者像」と IB の教育プログラムの基礎と

なる教育方針（批判的および創造的に考えるスキルの活用、学習方法を学ぶこと、国際的

な視野の養成）にならったものであるべきです。

教師は、コースのデザインに「指導のアプローチ」を取り入れることで、「言語と文学」

のコースにおいて生徒が学習スキルを特定し伸ばしていく手助けをします。

「指導のアプローチ」

探究を基盤とした指導
すべての IB プログラムの基礎となる教育原理のひとつは、探究を基盤とした指導です。

「探究する人」であることは「IB の学習者像」の特質であり、探究のプロセスでは生来の

好奇心を高め、生涯にわたって自律的な学習者となるために必要なスキルを身につけま

す。探究を基盤とした指導の最も重要な側面は、生徒が積極的に自身の学習に取り組み、

自らの知識を形成していくところにあります。

「言語と文学」の指導と学習は単に内容の伝達と理解だけではありません。理解、分析、

解釈、そして文脈化の過程に向き合うことも意味しています。このように、探究は「言語

と文学」における授業の設計と実施の基盤となります。生徒は好奇心を発揮し、テクスト

への自分なりの入り口を見つけ、それまでの学習との接点を見つけます。

「言語と文学」における、探究に基づく指導のアプローチと活動の例

• さまざまな課題を作成し選択する時に、生徒の選択肢や探究の道筋に範囲を与え、

動機づけする

• 生徒が創作的な課題（筆記、口述、視覚的芸術）、模倣作（パスティーシュ）、ロー

ルプレイ、パフォーマンスなどに関わり、創作的執筆の過程や表現することの難し

さを体験し探るよう動機づけする

• 生徒の疑問や関心のある領域をもとに、個人・グループ研究課題、ケーススタディ

ー、発表課題を設計する

• 他の分野の探究（例えば歴史的、哲学的、心理学的な分野）が読書経験にどのよう

に寄与し、その効果を深めるかを探る

「指導のアプローチ」と「学習のアプローチ」（ATL）

「言語と文学」における「指導のアプローチ」と ATL
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• テクストに対して問題解決のアプローチを用いる（例えばテクスト間のつながりを

見つける、異なる批判的観点をテクストに適用する）。

概念理解に重点を置いた指導
概念とは、教科の中で、また複数の教科にまたがって関連性をもつ、広範で力強く、ア

イデアを体系化する考え方です。概念の探究は、生徒が複雑なアイデアと向き合う能力を

構築する助けとなり、トピックの背後にある「大きな概念」について議論することで、特

定の事柄を学ぶ理由の核心に迫ることができます。また、概念を通じた指導と、生徒を高

次の思考へと導くことの間には、強い関連性があります。例えば、生徒は具体的な思考か

ら抽象的な思考へと移行し、知識を新しい文脈に適用することができるようになります。

「言語と文学」の中で、アイデンティティー、文化、創造性、コミュニケーション、表

現、変換、観点はコースの中核をなすものです。これらの主要概念は、指導と学習が常に

立ち戻る場所であり、コースで扱われるものから社会に存在するものまで、多様なテクス

トや問題に対する生徒の理解を助け、コース全体にまたがる理論的道筋を形成するもので

す。教師が、コースで扱われるさまざまなテクストや問題に対し、その学習によって広範

な概念への理解をどう深めていくかという観点からアプローチすることで、生徒の学びは

より意義深いものになります。これはテクストが直接関心を引くものではないという意味

ではありません。特に、作者が言語や形式を使って文化的アイデンティティーと価値観、

関係、、そして問題に焦点をあてたり、時には批判したりするやり方に関して、慎重で批

判的な思考を必要としないという意味でもありません。しかし、社会のみならず「言語と

文学」の学習領域との関係において、より広義で重要な現象が特定のテクストや問題の基

礎となっていることは事実です。私たちはこのような理念をもって、批判的思考を培いな

がら、相互に関連し、応用が効く、より深い学習を実現していくのです。

「言語と文化」における、概念に重点を置いた指導のアプローチと活動の例

• 実例から抽象へ移行する。例えば、個別のテクストを丁寧に読み知識を集めること

でより広い概念的問題について探究する（詩の特性、アイデアが「文学的」である

ことの意味の構築あるいはその重要性など）

• 文学テクストの世界における多様なフォーマル表現や分布について探究するよう動

機づける（例えば、文学形式、フォーマット、目的、読者、文脈など）

• テクストに概念的枠組みを適用する、あるいは逆にテクストを読み概念的枠組みを

構築する

• テクストをさまざまな方法で変換（例えば映画化やパフォーマンスなど）し、文学

形式やその決まり事について考察する活動を設計することで、変換の概念を探る

• 広い概念的議論に基づいてテクストの詳細な研究を行う（例えば、表現の概念に関

連して、物語の構成は意味に影響するか、など）伝達の方法がどのように意味に影

響するか身体的行為（本、パフォーマンス、スピーチ）とコミュニケーションの関

係性はどうか

「言語と文学」における「指導のアプローチ」と ATL
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地域的な文脈とグローバルな文脈において展開される指導
地域とグローバルなコミュニティーの一員として、生徒は自分の生活体験やまわりのコ

ミュニティーや社会という視点を通して世の中を理解していきます。文脈に基づいた指導

と学習により、生徒は自分の置かれた状況と他者の状況を往来できるため、アイデア間の

つながりを発見し、国際的な視野を養います。

文脈の考え方は、「言語と文学」においてさまざまな意味で重要となります。読者、目

的、文学形式は、テクストと、そのテクストが創作され消費される文脈とをつなげるうえ

で大切な役割を担っており、生徒が言語学的、文学的知識を現実の世界に適用する方法を

見つける手助けをします。「言語と文学」のクラスは、自分にとってなじみがあることと

そうでないことを理解し、また地域とグローバルな文化的文脈について、テクスト自体の

内容やそれらが読まれ解釈される方法を通して理解を深める理想的な場でもあります。

「言語と文学」における、文脈に基づく指導のアプローチと活動の例

• 外の世界を学校に持ち込む（作家、文化の専門家、他の教師、演劇公演、学校の提

携など）

• 生徒の背景、経験、関心を引き出し、さまざまな文化からのテクストを取り混ぜる

• 文化的文脈を探究し、芸術など他の科目へのつながりを生み出せるような、創造的

で現実的な機会をもつことを奨励する（例えば、地域の劇団用にプログラムノート

を書く、芸術作品やモノローグ、コラージュ、詩の創作など）

• 体験学習の機会を提供することで、生徒を外の世界に連れ出す（例えば、CAS と科

目を明確に結びつけることで生徒が「言語と文学」に関連した CAS のプロジェクト

を考案したり、経験したりできるようにする）

• テクストや問題を理解するための文化的枠組みを提供する（ニュース記事や他の文

化からの作品といった言語的な文脈など）

効果的なチームワークと協働に重点を置いた指導
協働は DP における学習の鍵となる要素です。学習は、共有的認知、状況的認知、埋め込

まれた認知のアプローチと密接に関わる社会現象であり、特定の文脈における知性の複雑

な交わりの産物であるとされています。協働学習は生徒同士の間で起こるものですが、意

味を構築する過程で生徒と教師の間でも起こります。

言語の使用は人との交流に関連していることから、協働は「言語と文学」において特に

重要です。さらに、私たちがテクストをどう受け入れるかは、私たちが属する読者のコミ

ュニティーによって変わります。テクストの意味を見つけ出すという作業は、協働の過程

です。1 人でテクストを読んでいる場合でも、過去に読んだものや、これまでの他者との

経験から影響を受けます。マイケル・オンダーチェは「家族を駆け抜けて」（2009）の中

で、「文学作品は協働作業である」と指摘しています。

「言語と文学」における協働学習活動の例

• 同一のテクストの異なる解釈をめぐって、生徒同士の話し合いと意見のすり合わせ

を促すような活動を設計する

「言語と文学」における「指導のアプローチ」と ATL
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• ディスカッションの構築を助け、教からの自立と、生徒の相互協力を支えるような

特定の実施要項（リテラチャーサークルの実施要項など）を使用する

• 相互評価（ピアアセスメント）を導入し、生徒が自分の理解についてクラスメート

からフィードバックを得られるようにする

• 本資料において IB が設定した枠を逸脱することなく、シラバスの内容、評価、教材

の順序などの決定について生徒が集団としてより大きな発言力をもてるようにする

• さまざまな意思決定や課題、パフォーマンス要素が盛り込まれたグループ発表やパ

フォーマンスを行う機会を設ける

学習の障壁を取り除くように考えられた指導
差異化（ディファレンシエーション）とは生徒のさまざまな学習方法を支援することで

あり、多様なニーズをもつ生徒がそれぞれ異なる学習目的を果たすことができるように、

学習経験を構築することです。したがって、差異化と、効果的で目的に沿った計画の間に

は重要な関連性があります。

「言語と文学」を計画する教師は、アイデンティティーを確認し、自己肯定感を確立し、

既にもっている知識を大切にし、足場づくり（スキャフォールディング）をし、学習を発

展させる授業や活動を作り上げていきます。テクストの選択からクラスにおける活動の内

容まで、広範囲のさまざまな決断によって、個々の生徒のニーズが満たされる度合いが大

きく変わります。

「言語と文学」における学習の障壁を取り除く指導の例

• 難易度は高いが理解しやすいテクストを選び、既にもっている知識を活用できるよ

うにする

• 多様な学習ニーズに対応するためさまざまな活動を計画し、同じ目的を達成するた

めに異なる形態の課題を準備し、生徒が自ら選択できるようにする

• 協働と成長をうながすクラス内でのグループ分けができるように、さまざまな方法

を取り入れる

• マルチモーダルなテクストに注目し、読み上げられたテクスト（オーディオブック

など）を入手したり、ビジュアルに焦点をあてたテクストのグラフィックな解釈に

取り組むことができるようにする

• 個々の学習者のそれぞれ異なるニーズに特化した関連性のあるフィードバックを、

適切なタイミングで与える

• カリキュラムに関して生徒が意見を出すことができるように考慮する（例えば、取

り組む作品を選択するにあたり生徒の意見を聞く）

評価（形成的評価と総括的評価）を取り入れた指導
評価は、学習を支え、また到達度を測定する重要な役割を果たします。DP では、正式か

つ、規準に基づいた総括的評価を用いて全体的な学習が評価されますが、シラバスに沿っ

た指導を実施する中で、さまざまなタイミングで他の評価（形成的評価と総括的評価の両

方）を活用して学習レベルを確認し、今後のアプローチや活動について決定を下していく
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ことが求められます。形成的評価と総括的評価、それらに対する適切なフィードバックは

生徒の学習を改善する効果的なツールとなります。

「言語と文学」において、多くの場合、評価は成果物だけでなくその過程も重視します。

例えば、学習者ポートフォリオで行う作業の目的は、取り組んだテクストの理解、テクス

ト間のつながり、テクストへの応答を形成する文化的価値観、複数の読者がもつ文化を超

えたものの見方、コースを構成する概念や探究領域に関して、生徒が私的な自己評価を継

続的に実施できるようにすることです。

評価は教師が主導することがほとんどですが、正式な自己評価やクラスメートとの相互

評価を計画することもできます。これにより生徒は、自分や他の生徒の学習とパフォーマ

ンスを振り返ることができ、言語と文学のスキルの向上につながります。得られたデータ

をその後の指導に活用できることが評価の重要な点です。評価やフィードバックが生徒に

とってだけではなく教師にとっても大切なのはこのためです。

「言語と文学」における評価に基づいた指導の例

• 評点とそれに対するコメントを生徒が理解しているか確認し、必要に応じて再確認

や追加の活動を実施する

• 生徒のフィードバックや前回の応答を基にディスカッションを行う

• さまざまな方法による継続的な振り返りと自己評価を生徒自身に行わせ（ブレイン

ストーミング、フリーライティング、ジャーナルでの応答、批判的振り返りなど）、

時間をかけて学習の足場づくりをする

• 生徒が互いの解釈についてすり合わせを行い、解釈の元となった文化的価値観につ

いて探究できるよう、オンラインの協働フォーラムでさまざまなトピックのディス

カッションを行う

• 内部評価や外部評価から得られたデータに基づき、特定の指導に焦点を絞ったミニ

レッスンまたはワークショップを実施する

学習のアプローチ（ATL）

思考スキル
思考スキルの育成は、すべての IB プログラムに大きな影響を与える構成主義的アプロー

チの重要な特色です。IB のクラスで指導する教師は、生徒がメタ認知、振り返り、批判的

思考、創造的思考と応用のスキルを培うための学習の機会を与え形成するファシリテータ

ーです。暗記や説明のみではなく質問に対する答えを自ら考え出すよう生徒に働きかける

ことによって、熟考することがクラス内で育まれます。

「言語と文学」において生徒は、本質的な教科の問題と向き合います。3 つのコースは、

テクストを読み、聞き、見ること、テクストへの根拠のある創造的な応答の形成、およ

び、それを他者に伝えるという作業に基づき構築されています。これらすべての活動を通

して、広範で洗練された思考スキルが養われます。

「言語と文学」において思考スキルを発達させる例
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• 学習したテクストと時事問題との関連性を見いだすことで、学習したことを新たな

文脈に応用しやすくする

• テクストの意味と、その意味がどのように構築されるかについて、既存の解釈や簡

単に手に入るオンラインの情報に頼るのではなく、自分なりの仮説を立てることを

奨励する

• 時代、文化、文学形式、テクストタイプが異なるテクストを取り交ぜて学習するこ

とにより思考を深める

• 他者に頼ることなく自発的に考え意思決定をしなければならないロールプレイやデ

ィベートなどのアクティブラーニングの技法を活用する

• 思考の可視化の手順を一貫して行うことにより、思考する文化をクラスの中にしっ

かりと根付かせる

コミュニケーションスキル
コミュニケーションスキルは、学業において重要なだけでなく、学習コミュニティーの

中で心地よい雰囲気を作り出すためにもきわめて重要です。コミュニケーションスキルに

よって、生徒同士および生徒と大人の良好な人間関係が形成・維持されます。さらに、良

好なコミュニケーションが図れることは生徒の自信につながり、将来の可能性を押し広げ

ます。

言うまでもなく、コミュニケーションスキルは「言語と文学」の中核をなすものです。

読む、見る、書く、話す、聞く、パフォーマンスなどのコミュニケーションの具体的な要

素が、コースの目的の一部を形成します。「言語と文学」のほとんどすべての側面が、生

徒のコミュニケーションスキルの発達に関連しています。

「言語と文学」においてコミュニケーション能力が培われる方法の例

• テクストに対して、よく構成されしっかりとした根拠のある個人的な応答をする

• 多様なプレゼンテーション形式を取り入れたグループ発表や個人発表を実施し、聞

き手の積極的な参加と、発表者と聞き手の活発なやりとりを促す

• デジタルツールを活用し、学習を深め、クラス内の学習環境におけるコミュニケー

ションやフィードバックを活発にする

• ロールプレイや振り返りを用いてさまざまな役割を練習したり、演劇やスキット、

文学の口述解釈などを聞き手となるクラスメートの前で披露する

• 生徒主導の文学集会、保護者へのプレゼンテーション、学内の後輩や他の学校のコ

ミュニティーなどとの活動を通して、クラス外の学問的コミュニケーションの輪を

広げる

社会性スキル
社会性スキルは、学習者の全人的な成長に関わり、学習コミュニティーにおける価値観

を支えるものであるという点で、コミュニケーションスキルと密接に関係しています。内

向的か外向的かの度合いは人によって大きく異なり、これらの差異は尊重されるべきだと

いう事実を認識することが生徒の社会性スキルを向上させる出発点となります。同様に、
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社会的状況において期待される適切な行動は、文化によって異なります。他者の視点を理

解し、良好な人間関係を築き、自分の言動が他者に及ぼす影響を認識できることは、「IB

の学習者像」の多くの資質、および国際的な視野をもった生徒を育むという目標の根幹を

成しています。

「言語と文学」では、広い範囲のテクストに関する慎重で相互的、協働的なディスカッシ

ョンに参加し、テクストの意味について討論・交渉することによって、生徒は自身の社会

性スキルを考察し発展させることができます。これは、同一のテクストに対して、同じク

ラス内で異なる解釈が発生することがあるからです。自分の解釈と異なる、あるいは対立

する解釈と直面した時、生徒はそのような意見をもつ他の生徒の話に注意深く耳を傾け、

自身の意見の根拠を示し、協働的に同意に至るか、それが不可能な場合は、2 つ以上の見

解の違いを明確に理解し、それぞれの見解を支持するエビデンスを特定する必要がありま

す。

「言語と文学」において社会性スキルを伸ばす例

• 教室とディスカッションにおける決まりを定める

• 教師自らが態度や例を示すことで、互いを尊重しながら難しいテクストや多様なテ

クストを安心して学習できるクラス環境を作り出す

• クラス内の活発な議論と個人的な振り返りの両方を効果的に実現できるよう、グル

ープ回答と個人回答、グループ作業と個人作業、教室のスペースをバランスの取れ

た方法で目的をもって活用する

• 生徒が自分とは異なる視点を検討し、そのような視点をもった生徒と意味について

協働的な意見のすり合わせができるように、傾聴する力をつける

• テクストに対するさまざまな応答や、違いを認め尊重するオープンなフィードバッ

クの手本を教師が見せる

自己管理スキル
IB の生徒は、根気強い人間になることを学ぶ必要があります。自己管理の方法を学ぶこ

とは、どんな学問プログラムにおいても重要であり、将来のための能力という意味でも大

切です。

整理能力や目標設定、時間の管理などの自己管理スキル、また感情のコントロール、動

機づけ、根気強さなどの感情スキルは「言語と文学」において、特に長編作品や難易度の

高いテクスト、自主研究に取り組むときに大切になります。生徒は自立的な学習を可能に

する自主性、忍耐強さ、強い意志を示す必要があります。生徒はまた、シラバスの中で与

えられた個別選択の機会をすすんで活用するべきです。

「言語と文学」において自己管理スキルが育成される例

• 明確な期限を決め、期待値を公平に、目的をもった方法で管理する

• 成長を支え、時間管理を可能にし、真の意味での振り返りを妨げるような意図的な

障壁、問題、期待などを与えることのない作業計画や学習計画を立てる
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• ノートの取り方やマーキングの入れ方、さまざまな整理用デジタルツールの使用な

どの学習テクニックに着目すると共に、生徒が自己管理や学問的整理能力について

自分なりのアプローチを身につけられるようにする

• 規準に対する進捗状態を自己評価できるよう促し、言語と文学への関心や楽しみを

見つけるというような広い範囲の目的に対しても自己の振り返りをするように促す

• 生徒が自律性を伸ばし、自分の作品のまとめ方に責任をもてるように手助けをし、

そのプロセスにおいて、期限があるために生じるチャレンジに意識を向けさせる

リサーチスキル
優れたリサーチスキルは、従来から学問の探究において中心的な役割を担っていました

が、デジタル形式の資料が利用しやすくなり、生徒がアクセスできる情報量が爆発的に増

えていることを受けて、リサーチスキルを発達させることは、今日の教育にとってとりわ

け重要な点となっています。デジタル資料を使いこなし、スキルを学問的に誠実な方法で

運用することは、すべての IB プログラムにおける学習の重要な側面です。

焦点の絞られた興味深い研究の問いを設定する、情報源を吟味する、記録する、情報を

評価し統合するなどの基礎的なリサーチスキルは、「言語と文学」において必須のスキル

です。学習を通して、生徒は、リサーチスキルを気軽に練習したり、より正式に拡張され

た形で練習したりできる素晴らしい機会を数多く与えられます。コースでは多様な文脈か

ら生まれたさまざまなテクストを扱うことから、取り組みや理解を深めるために、必然的

にある程度のリサーチを必要とします。

「言語と文学」においてリサーチスキルが伸ばされる例

• 教師が基礎的なインターネット検索を超えて慎重に選んだ二次的資料を使用し、効

果的なリサーチスキルと明確な学問的誠実性の手本を示す

• 確実な根拠をもち、しっかりとしたリサーチに基づくテクストの解釈とそうでない

ものを判別する能力や、テクストに対しそれぞれ異なる批判的観点から編み出され

た複数の主張の妥当性を評価する能力を身につけさせる

• オンラインデータベースの活用方法や最も意味のある情報源を特定し選択する方法

について教師の指導をうけながら、プレゼンテーション、論文、パフォーマンスの

ための個別リサーチを実施する

• 学習したテクストの文脈の問題に関連し、グループでのリサーチ課題を作成する

• 教師が設定した言語学、文学史、慣習のリサーチに取り組み、重要な学術的問い、

適切なデータベース、利用可能な二次的テクスト素材、および信頼性の評価方法に

ついての認識を高める
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「言語と文学」の指示用語
生徒は、評価目標と評価規準で使用される次の重要な指示用語および表現に慣れておく

必要があります。これらは、以下の定義に基づいて理解する必要があります。試験問題で

も使用される用語がありますが、ほとんどはさまざまな評価規準の説明文で達成度を説明

するのに使用されることが多い用語です。

指示用語 評価目標 定義

分析しなさい

（Analyse）

2、3 本質的な要素または構造を明らかにするために分解

しなさい。

コメントしな

さい

（Comment）

2、3 与えられた記述または計算結果に基づき、見解を述

べなさい。

比較しなさい

（Compare）

1、2、3 2 つ（またはそれ以上）の事柄または状況の類似点

について、常に双方（またはすべて）について言及し

ながら、説明しなさい。

比較・対比し

なさい

（Compare and 

contrast）

1、2、3 2 つ（またはそれ以上）の事柄または状況の類似点

および相違点について、常に双方（またはすべて）に

ついて言及しながら、説明しなさい。

対比しなさい

（Contrast）

1、2、3 2 つ（またはそれ以上）の事柄または状況の相違点

について、常に双方（またはすべて）について言及し

ながら、説明しなさい。

詳しく述べな

さい

（Describe）

1、3 詳細に述べなさい。

論じなさい

（Discuss）

1、2、3 さまざまな議論、要因、仮説を考慮し、バランスよ

く批評しなさい。意見または結論は、適切なエビデン

スを挙げて、はっきりと述べなさい。

評価しなさい

（Evaluate）

2、3 長所と短所を比較し、価値を定めなさい。
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指示用語 評価目標 定義

考察しなさい

（Examine）

2、3 論点の前提や相互関係が明らかになるように、主張

または概念について考えなさい。

説明しなさい

（Explain）

1、2、3 理由や要因などを詳しく述べなさい。

探究しなさい

（Explore）

2、3 何かを発見するための系統立ったプロセスに取り組

みなさい。

解釈しなさい

（Interpret）

1、3 知識と理解を用いて、与えられた情報から傾向をつ

かんで結論を導き出しなさい。

調べなさい

（Investigate）

1、2 観察、調査、または詳細かつ体系的な検証を行い、

事実を立証し新たな結論を導き出しなさい。

正当化しなさ

い

（Justify）

1、2、3 答えや結論を裏づける妥当な理由やエビデンスを述

べなさい。

発表しなさい

（Present）

3 展示、観察、考察または熟慮のために提供しなさ

い。

どの程度

（To what 

extent）

1、2、3 主張または概念の長所または短所を検討しなさい。

意見および結論ははっきりと提示し、適切なエビデン

スおよび論理的に正しい論拠をもたせなさい。
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